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02 特集

新しいごみ処理施設の
整備を進めています
06 市からのお知らせ
08 市長の一筆入魂
12 まちのできごとほっとトピックス
14 つるおか情報掲示板
22 きらりと輝く人／声‐voice‐
23 各種相談窓口

【野菜たちの大冒険！～おいしくなぁれ！～】
部屋全体がスクリーンに！大迫力のアニメーション
で野菜について学ぶ食育プログラムが開催されまし
た。タブレットを使ったクイズにも挑戦。野菜たち
は大冒険の末、何に変身したのかな？
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特　

集

ご
み
の
行
方

　

私
た
ち
が
生
活
す
る
中
で
出
る

「
ご
み
」。
鶴
岡
市
の
家
庭
な
ど
か

ら
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ

る
、
１
年
間
の
ご
み
の
量
は
ど
の

く
ら
い
だ
と
思
い
ま
す
か
。
答
え

は
約
２
万
９
、０
０
０
ト
ン
。
１

台
の
収
集
車
が
１
度
に
回
収
で
き

る
の
は
約
1
・
７
ト
ン
で
す
か
ら
、

約
１
万
７
、０
０
０
台
分
に
も
な

り
ま
す
。

　

で
は
、
そ
の
た
く
さ
ん
の
ご
み

は
、
ど
こ
で
、
ど
う
や
っ
て
処
理

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
市
で
は
、
ご
み
焼
却
施

設
（
市
内
宝
田
。
し
尿
処
理
施
設

も
併
設
）、
不
燃
ご
み
処
理
施
設

「
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
」（
市
内
水

沢
）、
そ
し
て
、
岡
山
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
（
市
内
岡
山
）
の

３
か
所
で
、
私
た
ち
が
出
し
た
ご

み
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
焼
却
施
設
は
ご
み
の
焼
却

処
分
を
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は

ご
み
の
再
資
源
化
を
、
岡
山
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
ご
み
焼
却

施
設
の
焼
却
灰
等
（
焼
却
残ざ

ん
さ渣
）

と
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
資
源
に

な
ら
な
か
っ
た
も
の（
不
燃
残
渣
）

の
埋
立
て
を
担
っ
て
い
ま
す
。

今
、
新
し
い
施
設
が　
　

必
要
で
す

　

そ
れ
ぞ
れ
が
大
事
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
市
の
ご
み
処
理
施
設

で
す
が
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
ご
み
焼
却
施
設
が
老

朽
化
し
て
処
理
効
率
な
ど
が
低
下

し
て
い
る
こ
と
と
、
岡
山
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
が
満
杯
に
近
づ

い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

今
後
も
安
定
的
・
効
率
的
に
ご

み
を
処
理
し
て
い
く
た
め
に
、
今
、

新
た
な
ご
み
焼
却
施
設
と
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の

　
　
　
　

整
備
を
進
め
て
い
ま
す

　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
中
で
、
ど
う
し
て
も
出
て
し
ま
う
ご
み
。
そ

の
ご
み
を
処
理
し
、
き
れ
い
な
環
境
で
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
に
欠
か

せ
な
い
の
が
、
ご
み
処
理
施
設
で
す
。

　

今
、
市
で
は
そ
の
ご
み
処
理
施
設
の
老
朽
化
な
ど
で
、
安
定
的
・
効
率

的
な
ご
み
処
理
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
新
た
な
施
設
の
整
備
が
必

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
特
集
で
は
、
市
が
進
め
て
い
る
、
新
し
い

ご
み
焼
却
施
設
と
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
を
紹
介
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　

廃
棄
物
対
策
課
☎
22
‐
２
８
４
９

鶴岡市ごみ焼却施設

リサイクルプラザ

岡山一般廃棄物最終処分場
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平
成
元
年
の
稼
動
か
ら
30
年
が

経
過
し
た
現
在
の
ご
み
焼
却
施
設
。

老
朽
化
に
よ
っ
て
、
処
理
効
率
が

低
下
し
た
り
、
機
器
の
不
具
合
が

発
生
し
た
り
し
て
、
ご
み
の
適
正

な
焼
却
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
も
、
安
全
に
そ
し
て

安
定
的
に
ご
み
の
焼
却
を
続
け
て

い
く
た
め
に
、
新
し
い
施
設
の
整

備
が
必
要
で
す
。

新
し
い
ご
み
焼
却
施
設

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、
循
環
型
社
会
を
目
指
す

１

　

新
し
い
施
設
の
整
備
は
、
市
が

策
定
し
た
５
つ
の
基
本
方
針
の
下

で
、
施
設
の
設
計
・
建
設
・
運
営

・
維
持
管
理
を
一
括
し
て
民
間
事

業
者
に
発
注
す
る
公
設
民
営
方
式

（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
）
に
よ
っ
て
行
い
、

平
成
29
年
12
月
に
日
立
造
船
㈱
東

北
支
社
を
代
表
企
業
と
す
る
共
同

企
業
体
が
事
業
者
に
決
定
し
ま
し

た
。
２
０
２
１
年
４
月
の
供
用
開

始
に
向
け
て
、
現
在
の
ご
み
焼
却

施
設
の
隣
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ご
み
の
効
率
的
な
焼
却
に
加
え
、

ご
み
を
燃
や
し
た
際
に
発
生
す
る

有
害
物
質
の
更
な
る
削
減
や
、
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
へ
の
利
用
な

ど
、
環
境
保
全
と
循
環
型
社
会
の

実
現
に
つ
な
が
る
施
設
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

煙突の高さ59ｍ、屋根の高さ32ｍ

完成予想図

01 安全に配慮し、長期の安定稼動を目指す施設
02 経済性に優れた施設
03 熱エネルギーの効率的回収と効果的な活用
04 環境保全に配慮し、周辺環境と調和した施設
05 災害に強く、住民から信頼される施設

日立造船・佐藤工務・鶴岡建設特定建設工事共同
企業体
（代表企業：日立造船㈱東北支社）

事業者

【建設場所】鶴岡市宝田３丁目13‐６
【施設規模】160ｔ／24時間（80ｔ×２炉）
【処理対象】生活系可燃、事業系可燃、可燃残渣、　　
　　　　　  し渣、し尿汚泥
【処理方式】全連続運転焼却式（ストーカ式）
【供用開始】2021年４月（予定）

施設の概要

196億円（税抜き）
内訳　設計・建設業務費 118億4,700万円
　　　運営業務委託費（20年間） 77億5,300万円

事業費

施設整備５つの基本方針
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最
終
処
分
場
の
役
割

　

ご
み
を
燃
や
し
た
と
き
、
後
に

は
焼
却
灰
や
す
す
が
残
り
ま
す
。

ま
た
、
不
燃
ご
み
を
処
理
し
た
と

き
、
再
資
源
化
で
き
な
い
も
の
が

残
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
廃
棄
物

は
「
ゼ
ロ
」
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
廃
棄
物
を
受
け
入
れ
、

埋
立
て
処
分
す
る
の
が
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
な
の
で
す
。

　

現
在
稼
動
し
て
い
る
岡
山
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
は
、
平
成
９

年
に
供
用
を
開
始
し
て
か
ら
21
年

が
経
過
し
、
埋
立
て
で
き
る
容
量

が
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
年
８
月
時
点
の
試
算
で
は
、

２
０
２
０
年
９
月
頃
に
は
満
杯
に

な
る
見
込
み
で
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
も
廃
棄
物
の

埋
立
て
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
岡
山
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
に
代
わ
る
、
新
た

な
処
分
場
の
整
備
が
必
要
で
す
。

新
し
い
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

生
活
環
境
・
自
然
環
境
に
配
慮
し
、
埋
立
て
終
了
後
は
里
山
と
し
て
再
生

２

上
郷
地
区
大
荒
地
内
を　

候
補
地
に
選
定

　

市
で
は
、
新
し
い
処
分
場
の
整

備
に
向
け
て
、
平
成
25
年
度
か
ら

26
年
度
に
か
け
て
、
各
種
資
料
に

基
づ
い
て
、
埋
立
て
可
能
容
量
や

浸
出
水
量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
調
査
。

現
場
を
確
認
し
た
上
で
、
市
内
８

か
所
を
候
補
地
と
し
て
絞
り
込
み

ま
し
た
。
そ
の
中
で
比
較
・
検
討

を
し
た
結
果
、
上
郷
地
区
大
荒
地

内
を
有
力
な
候
補
地
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
伴
っ
て
、
平
成
26
年
12

月
か
ら
27
年
３
月
ま
で
、
専
門
業

者
に
委
託
し
て
、
水
環
境
に
関
す

る
こ
と
や
土
地
利
用
規
制
等
の
整

理
な
ど
の
調
査
を
実
施
。
大
荒
地

内
が
処
分
場
に
適
し
た
環
境
に
あ

る
と
の
報
告
を
受
け
、
正
式
に
候

補
地
と
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
地

元
大
荒
自
治
会
か
ら
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
の
同
意
の
下
で
進
め
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
立
地
を
選

定
し
た
過
程
や
合
意
プ
ロ
セ
ス
に

課
題
を
残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

地
元
住
民
等
へ
の
説
明

と
整
備
へ
の
取
り
組
み

　

現
在
使
用
し
て
い
る
岡
山
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
の
際

に
は
、
平
成
６
年
10
月
に
岡
山
自

治
会
か
ら
の
同
意
を
得
た
上
で
、

地
質
調
査
や
各
種
設
計
等
の
作
業

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
荒
に
お
け
る
事
業
を
進
め
る

に
当
た
っ
て
は
、
平
成
27
年
５
月

か
ら
、
大
荒
自
治
会
や
上
郷
地
区

住
民
、
地
権
者
な
ど
を
対
象
と
し

▲新しい処分場建設地と岡山一般廃棄物最終処分場の位置・周辺地図

羽前大山駅

羽前水沢駅

由良坂

日沿道

国道７号

岡山一般廃棄物
最終処分場

新しい処分場
建設地

Ｎ
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た
説
明
会
の
開
催
や
、
岡
山
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
見
学
会
を

実
施
す
る
な
ど
、
理
解
を
得
る
こ

と
に
努
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
大
荒
自
治
会

の
同
意
を
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
27
年
度
に
予
定
し
て

い
た
地
質
調
査
が
実
施
で
き
ず
、

そ
の
後
の
全
体
の
進
捗
に
大
き
く

影
響
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
30
年
８
月
１
日

に
大
荒
自
治
会
か
ら
建
設
に
対
す

る
同
意
を
い
た
だ
き
、
同
８
月
に

完
了
し
た
実
施
設
計
に
よ
っ
て
、

今
後
の
工
事
期
間
は
２
年
９
か
月

を
要
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
、

【建設場所】鶴岡市大荒字荒沢前地内
【埋立面積】16,600㎡
【埋立容量】約130,000㎥
【埋立対象】焼却灰、煤

ばいじん

塵、不燃残渣
【埋立期間】15年間
【供用開始】2021年10月（予定）

施設の概要

73億8,000万円（想定）
内訳　設計費                   ３億1,000万円     
　　　用地費                            7,000万円
　　　工事費                                  70億円

事業費

▼貯留構造物（盛土ダム）

▼遮水工
　構　造…二重遮水シート
　設　備…漏水検知システム

▼浸出水処理施設　
　能　力…150㎥／日
　放流先…下水道

▼搬入道路
　国道７号から新設

▼防災設備
　形　状…防災調整池

主要設備

供
用
開
始
の
目
標
を
当
初
の
２
０

２
１
年
４
月
か
ら
同
年
10
月
に
変

更
し
て
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

ご
み
に
つ
い
て
考
え
る

　

生
活
す
る
上
で
ど
う
し
て
も
出

て
し
ま
う
ご
み
。
そ
の
処
理
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
環

境
問
題
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
と
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
今
、
改
め
て
ご
み

処
理
に
つ
い
て
知
り
、
減
量
や
再

利
用
な
ど
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

覆土

浸出水

地下水

二重遮水シート

貯留
構造物

（盛土ダム）

土壌

水処理施設

防災調整池

⇒　　下水道に放流
廃棄物

浸出水

廃棄物の埋立て
○廃棄物埋立て後、即日覆土し、
　悪臭や飛散を防止
○盛土ダム形式の貯留構造物で、
　流出・崩壊を防止

最終処分場のしくみ

水の処理水の処理
○浸出水（埋立地に降った雨等）○浸出水（埋立地に降った雨等）
　は、二重遮水シートなどで土壌　は、二重遮水シートなどで土壌
　に染み出さないようにし、水処　に染み出さないようにし、水処
　理施設で処理後、下水道に放流　理施設で処理後、下水道に放流
○地下水や埋立地以外に降った雨　○地下水や埋立地以外に降った雨　
　は、浸出水と混ざらないように　　は、浸出水と混ざらないように　
　防災調整池に集める　防災調整池に集める

　現在の処分場が満杯になると見込まれる2020年９月
頃から、新しい処分場の供用が開始される前の2021年
９月まで、約１年間、焼却灰や不燃残渣を処理できる施
設がない期間が想定されています。市ではその間、処理
を民間業者に委託する予定です。

●Check 2020年９月頃から2021年９月までの焼却灰や不燃残渣の処理
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11月11日～17日は「税を考える週間」です

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         ■問本所課税課☎内線259または本所納税課☎内線219へ

税

地方税の電子申告、電子申請・届出には、eLTAX（エルタックス）が便利です。 詳しくは
eLTAXホームページをご覧ください。
▷個人市民税…各支払報告書、特別徴収に係る関係書類　▷固定資産税…償却資産申告
▷法人市民税…各種申告書、異動届出書等

事業主・
法人の方へ

 税金で かわる未来と 支える社会
平成30年度納税標語最優秀作品

◆納付方法

①口座振替
　預貯金口座から、納期ごと自動的に振替納付する方
法です。希望する方は納付書と通帳、通帳印をお持ち
の上、金融機関窓口でお申し込みください。忙しくて
納付に行く時間がない方や納め忘れが心配な方には、
口座振替をお勧めします。

②コンビニエンスストア等での納付
　提携している全国のコンビニエンスストア等（納付
書裏面に記載）で納付する方法です。市役所の閉庁日
や金融機関等の営業時間外でも納付できます。
　納付できる税目は、
市・県民税（普通徴
収分）、固定資産税、
軽自動車税、国民健
康保険税です。

③窓口での納付
　鶴岡市内に支店等がある金融機関（東北地方のゆう
ちょ銀行〈郵便局〉を含む）や本所納税課、各地域庁
舎市民福祉課の窓口で納付する方法です。納付の際は
納付書を忘れずにお持ちください。

④ゆうちょ銀行（郵便局）からの払込み
　郵便局専用の払込用紙に住所・氏名・収納番号（通
知書番号）・税目・納期・金額を記入の上、郵便局か
ら払い込みください（全国の郵便局で払込み可）。払
込用紙は本所納税課にあります。

⑤年金からの差引き（年金特徴）
　その年の４月１日に65歳以上で年金受給額が年額
18万円以上の方は、個人市民税と国民健康保険税が、
条件によって年金から差し引かれる場合があります。

◆分割納付
　　　　　　　　■問納税課納税係
　失業や病気等で収入が減り生活
に困っている方、災害に遭った方
等が、状況に応じて税金を分割し
て納付できる制度があります。制

度の適用には
要件がありま
すので、ご相
談ください。

◆延滞金と滞納処分
　
　納付期限までに納められなかっ
た場合、税金に延滞金が加算され
ます。
　平成30年１月１日～12月31日
の延滞金は、納付期限の翌日から
１か月を経過する日までが年2.6
％、それ以後が年8.9％の割合で、
納付日までの日数に応じて計算さ　　

　　　　　　　　　　　　　　　　■問納税課納税係
れます。これ以前の延滞金の割合
を知りたい場合はお問い合わせく
ださい。
　また、督促状を発した日から10
日を経過しても完納されない場合、
不動産や動産（家財等）、預貯金
等の財産の差押えや公売を行うこ
とがあります。

■問①～④納税課収納管理係、⑤課税課市民税係・諸税係
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

暮らしを支える税 
税金には国税･県税･市税があります。ここでは、市の重要な財源である主な市税とその納付方法等について紹介します。　　　　 ■

◆都市計画税
　　■問課税課土地・家屋評価係

　都市計画法で指定された市街化区域と、市税条例で
定められた区域の土地と家屋に課税され、固定資産税
と一緒に徴収されます。街路や公園の整備等の都市計
画事業や土地区画整理事業に使われています。

◆国民健康保険税
　■問課税課諸税係

　国民健康保険事業に使われる税金です。医療費の給
付等に充てられる医療保険分、後期高齢者医療制度を
支える後期高齢者支援金等分、介護サービスに充てら
れる介護保険分で構成されています。

◆固定資産税 １月１日現在の土地、家屋、償却資産（事業に使う機械、器具、備品等）の所有者に課税されます

◇土地と家屋　　　　　　■問課税課土地・家屋評価係
　土地と家屋については、基準年度（３年ごと）に評
価替えを行う制度が採られています（次回は３年後に
実施）。基準年度の評価額は原則として３年間据え置
かれますが、地価の下落が認められる場合は、基準年
度以外の年度でも評価額を見直します。また、基準年
度後に家屋の新築や増築、土地の用途変更等があった
場合は、新たに評価を行って評価額を決定します。
　なお、土地については、前年に比べ税額が急激に増
えないよう負担調整を行っています。そのため、評価
額より現在の課税標準額が著しく低い場合は、地価が
下がっても税額が増える場合があります。

◇償却資産　　　　　　　　　■問課税課資産税管理係
　固定資産税の償却資産は、土地及び家屋以外の事業
用資産のうち、所得税と法人税を計算するための会計
方法で減価償却の対象とされる資産
です。ただし、自動車税や軽自動車
税の課税対象となるものや、自己所
有家屋の改装等に伴う建築設備など
の更新等は対象外です。
　評価額は、資産の取得価額を基にその資産の経過年
数に応じた減価計算を毎年行い決定します。償却資産
の所有者は、所得税等の申告とは別に、毎年１月１日
の状況を市に申告することとなっています。

　市税は、安全・安心な生活の維持、健康・福祉の充実、
道路等の社会基盤の整備、教育・産業の振興等、皆さん
の「健康で豊かな生活」を実現するための、身近な行政
サービス・施策の重要な財源になっています。
　市税には、右の図のように税目ごとに使い道が特定さ
れている目的税と、特定されていない普通税があります。

◆市税のあらまし 市民税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税

市税
入湯税
都市計画税
国民健康保険税

普通税

目的税

◆市民税 個人に課税される個人市民税と、会社等の法人に課税される法人市民税があります

◇個人市民税　　　　　　　　■問課税課市民税第一係　　　　
　１月１日現在、市内に住所がある方で前年に一定の
所得があった方と、住所はなくても市内に事務所等を

構えている方に、県民税と合わ
せて課税されます。
　税額は、前年の所得額に応じ
て課税される所得割と、平等に
負担してもらう均等割（市民税
3,500円・県民税2,500円）の
合計額です。

◇法人市民税　　　　　　　　　　　■問課税課諸税係
　法人市民税には、均等割と法人税割があります。
▷均等割…資本金等の額と従業員数に応じて課税。
　年額５万円～300万円
▷法人税割…課税標準となる法人税額の12.1％
◎均等割・法人税割ともに課税される法人…市内に事
　務所や事業所等を設けている法人、または人格のな
　い社団等で収益事業を営むもの
◎均等割のみ課税される法人…市内に事務所や事業所
　等はないが寮等がある法人等
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市
政

荘
内
看
護
専
門
学
校

看
護
学
生
募
集
（
一
般
入
試
）

■対
高
校
を
卒
業
し
た
方
及
び
来
年
３
月
に
高

校
卒
業
見
込
み
の
方
、
高
校
卒
業
と
同
等
以

上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方
20
人

■
修
業
年
数　

３
年
（
昼
間
）　

■
願
書
受

付　

12
月
17
日
○月
〜
来
年
１
月
９
日
○水
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
年
末
年
始
を
除
く
。
９

日
○水
必
着
）　

■
試
験
日
時
・
科
目　

１
次

試
験
…
１
月
25
日
○金
午
前
９
時
（
国
語
〈
古

典
を
除
く
〉、
数
学
Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
・
Ⅱ
）　

２

次
試
験
（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）
…
26
日

○土
午
前
９
時
（
小
論
文
、
面
接
）　

■
試
験

会
場
・
■申
同
校
☎
22
‐
１
９
１
９

大
山
工
業
団
地
内
に
整
備　
　
　
　

「
屋
内
多
目
的
運
動
施
設
整
備
」市
民
説
明
会

■日
11
月
13
日
○火
午
後
７
時　

■場
朝
暘
武
道
館

■問
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
25
‐
８
１
３
１

福
祉
・
年
金
・
医
療

身
体
障
が
い
者
友
愛
訪
問
事
業

　

在
宅
身
体
障
害
者
の
方
を
身
体
障
害
者
相

談
員
が
訪
問
し
、
困
り
ご
と
や
要
望
等
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

■日
12
月
15
日
○土
ま
で　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内

線
１
３
０

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

　

秋
の
深
ま
り
の
中
で
、
猛
暑
と
度
重
な
る

大
雨
に
悩
ま
さ
れ
た
今
夏
を
振
り
返
る
と
き
、

改
め
て
私
た
ち
は
自
然
と
共
に
生
き
て
い
る

こ
と
に
思
い
が
至
る
。

　

市
内
の
集
落
近
く
に
ま
で
及
ん
だ
大
雨
の

被
害
箇
所
を
調
べ
る
と
、
か
つ
て
は
農
業
用

の
水
路
と
し
て
使
わ
れ
た
が
管
理
が
行
き
届

か
な
く
な
っ
た
も
の
や
、
山
の
手
入
れ
が
十

分
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
が
そ
の
遠
因
と

な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
行
き
着
く
。
洪
水
調

節
機
能
を
有
す
る
多
目
的
ダ
ム
は
重
要
だ
が
、

健
全
な
森
林
、
水
を
受
け
止
め
る
農
地
が
減

災
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
だ
。

　

世
界
的
な
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
私
た
ち
は
、

ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
気
候
の
中
で
生
き
て
い

る
。
巨
大
な
大
気
と
水
が
循
環
す
る
こ
の
気

候
の
下
で
、
豊
富
な
水
を
利
用
し
た
稲
作
が

発
達
し
た
一
方
、
常
に
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
。

　

そ
こ
で
大
事
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
里
山
で
あ

る
。
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
と
し
て
、
今
や
そ

の
ま
ま
世
界
に
発
信
さ
れ
る
概
念
で
あ
る
。

「
自
然
を
守
ろ
う
」と
言
う
と
き
、
し
ば
し
ば

手
付
か
ず
の
自
然
が
想
起
さ
れ
が
ち
だ
が
、

日
本
で
唯
一
の
食
文
化
創
造
都
市
に
暮
ら
す

私
た
ち
は
、
生
活
や
生
産
に
密
着
し
た
農
山

漁
村
の
田
畑
、
森
林
や
水
辺
、
つ
ま
り
人
の

手
が
加
え
ら
れ
た
「
二
次
的
自
然
」
の
重
要

性
を
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

豊
か
な
食
文
化
は
、
農
業
な
ど
の
営
み
を （10）

　荘内病院職員採用試験【平成31年４月１日採用予定】

職員募集

■募集職種・受験資格
▷薬剤師（大卒程度）…昭和59年４月２日以降に生
　まれ、薬剤師免許を取得している方及び平成31年
　４月までに取得見込みの方
▷作業療法士（短大卒程度）…昭和59年４月２日以
　降に生まれ、作業療法士免許を取得している方及
　び平成31年４月までに取得見込みの方
▷臨床検査技師（短大卒程度）…昭和59年４月２日
　以降に生まれ、臨床検査技師免許を取得している
　方及び平成31年４月までに取得見込みの方
▷臨床工学技士（短大卒程度）…昭和59年４月２日
　以降に生まれ、臨床工学技士免許を取得している　
　方及び平成31年４月までに取得見込みの方
▷看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和49年４月２
　日以降に生まれ、看護師免許を取得している方及
　び平成31年４月までに取得見込みの方
　※看護師免許と併せ助産師免許を取得している方
　　及び平成31年４月までに取得見込みの方も募集。

■試験日時
　12月９日○日午前10時
■試験会場　
　同院
■申込み受付
▷11月１日○木～22日○木に、申込書を同院総務課へ
      （郵送の場合、22日○木まで必着）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます
■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び市役所本所職員課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで
　もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
　封して、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４‐　
　20）へ
▷同院HP「職員募集」及び市HP「人事・職員採用」
　からダウンロードすることもできます

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341
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通
じ
自
然
環
境
に
働
き
掛
け
て
得
ら
れ
る
恵

み
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
農
業
は
1
年
サ
イ

ク
ル
が
基
本
だ
が
、
林
業
で
は
50
年
、
１
０

０
年
サ
イ
ク
ル
で
収
穫
、
伐
採
が
行
わ
れ
る
。

在
来
作
物
の
代
表
的
存
在
で
あ
る
か
ぶ
は
、

杉
を
伐
採
し
、そ
の
後
、焼
畑
が
行
わ
れ
作
付

け
さ
れ
る
、
実
に
壮
大
な
循
環
の
下
で
そ
の

恵
み
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
短
期
的
な
利
益
に

と
ら
わ
れ
が
ち
な
現
代
人
か
ら
す
れ
ば
、
手

間
暇
が
か
か
る
里
山
な
ど
の「
二
次
的
自
然
」

を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

　

9
月
30
日
、
第
20
回
目
と
な
る
環
境
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ

た
環
境
省
の
審
議
官
か
ら
は
、
多
く
の
市
民

が
参
加
し
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題

を
考
え
る
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
る
こ
と

に
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
戴
し
た
。
鶴
岡
市
は
、

今
年
6
月
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
た
め

の
国
民
運
動
で
あ
る
「
ク
ー
ル
・
チ
ョ
イ
ス

（
＝
賢
い
選
択
）」
へ
の
賛
同
を
宣
言
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
契
機
に
環
境
省
か
ら
補
助

金
も
交
付
頂
い
て
い
る
。

　

環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
は
、
何
も
世
界

の
リ
ー
ダ
ー
だ
け
が
進
め
る
も
の
で
は
な
い
。

冷
暖
房
の
温
度
調
節
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入

や
、
公
共
交
通
機
関
の
積
極
利
用
、
ゴ
ミ
を

減
ら
す
こ
と
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中

で
身
近
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
山
、
平
野
、

河
川
、
海
、
全
て
の
自
然
環
境
が
そ
ろ
っ
た

鶴
岡
だ
か
ら
こ
そ
、
人
が
手
を
加
え
続
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
環
境
を
守
る
こ

と
を
含
め
、「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」。

こ
れ
か
ら
も
自
然
と
共
に
生
き
て
い
く
た
め

に
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
向
け
て　

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
は　

今
年

中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
（
過
去
の
保

険
料
や
、
同
一
生
計
家
族
の
保
険
料
を
納
め

た
場
合
も
同
様
）。
領
収
証
書
や
日
本
年
金

機
構
で
発
行
す
る
控
除
証
明
書
を
ご
準
備
く

だ
さ
い（
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
）。

▼
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
に
つ
い
て　

11
月
上
旬
に
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

今
年
10
月
１
日
ま
で
の
納
付
額
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
10
月
２
日
以
降
に
納
付
し
た
保

険
料
に
つ
い
て
は
、
申
告
等
の
際
、
領
収
証

書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
（
10
月
２
日
以
降

に
今
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
し
た
方
の
証

明
書
は
、来
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
）。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
控

除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０

０
３
‐
０
０
４
（
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
は
☎
03

‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５
〈
来
年
３
月
15
日

○金
ま
で
〉）
ま
た
は
本
所
国
保
年
金
課
☎
内

線
１
１
３
へ

加入・脱退の手続きは忘れずにしましょう

知っておきたい国民年金のこと
国民年金

■問鶴岡年金事務所☎23‐5040、本所国保年金課☎内線113または各地域庁舎市民福祉課へ

◆こんなときは届出が必要です 年金手帳と本人確認書類（免許証等）をお持ちください
被保険者区分 変更理由 届出先

第１号被保険者…自営業者、農業・
漁業従事者、学生、無職の方等

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第２号被保険者…会社員、公務員
等（厚生年金加入者）

退職したとき 市役所
退職して配偶者（第２号被保険者）の扶養になったとき 配偶者の勤務先

第３号被保険者…第２号被保険者
の扶養となっている配偶者

▷配偶者が退職したとき　▷配偶者の扶養から外れたと
き　▷離婚したとき　▷配偶者が65歳になったとき 市役所

就職して厚生年金に加入したとき 勤務先
配偶者の勤務先が変わったとき 配偶者の勤務先

◆国民年金制度とは　
　老後の生活や障害を負ったときなどに備え、国の
負担と加入者が納めた保険料によって、国民全体で
お互いを支え合う国の制度です
◆加入対象者
　国内に住所がある20歳以上60歳未満の全ての方
◆加入種別（下表参照） 　
　第１号～３号被保険者
◆20歳になったら加入手続きを　
　20歳になる方で第２号・第３号被保険者以外の
方に、日本年金機構から加入案内が送付されます

◆保険料　
　月額１万6,340円（平成30年度）
◆保険料の納付方法　
　第１号被保険者には、日本年金機構から納付書が
送付されます。口座振替やクレジットカード納付、
前納制度を利用すると納め忘れがなく便利です
◆前納制度の例（申込み期限あり）
◇現金で１年分を一括で納付…3,480円割引
◇口座振替で１年分を一括で納付…4,110円割引
◆保険料の納付が困難な方は
　納付が免除または猶予される制度もあります

◆国民年金にはこんな給付があります
▷老齢基礎年金　保険料を納めた期間等の受給資格
期間が10年（120月）以上ある方が、原則として65
歳から受け取る年金
▷障害基礎年金　病気やけがで体に障害が残った場
合、一定の支給要件を満たす方が受け取る年金

▷遺族基礎年金　国民年金の被保険者が亡くなった
とき、その方によって生計を維持されていた「子の
ある配偶者」または「子」で、一定の支給要件を満た
す方が受け取る年金
▷その他の国民年金独自給付　寡婦年金、死亡一時
金、短期在留外国人の脱退一時金　等

◆平日相談　月曜～金曜日午
　前８時30分～午後５時15
　分（月曜日は午後７時まで）
※予約ができます。
◆休日相談　毎月第２土曜日
　午前９時30分～午後４時
※完全予約制です。
◆持ち物　年金手帳、身分証
　明書、本人以外の場合は委
　任状と代理人の身分証明書

鶴岡年金事務所年金相談
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万
２
、５
０
０
円
〜
１
万
30
円　

▽
第
２
子

…
１
万
40
円
〜
５
、０
２
０
円　

▽
第
３
子

以
降
…
６
、０
２
０
円
〜
３
、０
１
０
円　

■

支
給
日　

４
月
・
８
月
・
12
月
の
11
日　

■

支
給
期
間　

児
童
が
18
歳
に
達
し
た
年
度
末

ま
で
（
障
害
児
は
20
歳
に
達
し
た
月
ま
で
）

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当　

■対
身
体
や
精
神
に

重
度
〜
中
度
の
障
害
を
持
っ
た
児
童
を
在
宅

で
養
育
し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
が

一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
）　

■
支
給
月
額　

▽
１
級
障
害
…
５
万

１
、
７
０
０
円　

▽
２
級
障
害
…
３
万
４
、

４
３
０
円　

■
支
給
日　

４
月
・
８
月
・
11

月
の
11
日　

■
支
給
期
間　

児
童
が
20
歳
に

達
し
た
月
ま
で

▼
共
通　

■申
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１

５
０「

未
来
へ
と 
命
を
繋
ぐ 

１
８
９（
い
ち
は
や
く
）」

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問

題
で
す
。
あ
な
た
の
１
本
の
電
話
で
救
わ
れ

る
子
供
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
育
て
に
悩

む
保
護
者
を
支
援
す
る
大
き
な
一
歩
に
な
り

ま
す
。
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
連

絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
者
や
内
容

に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

■
困
っ
た
と
き
は
ま
ず
相
談
を
（
連
絡
先
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
25
‐
２
７
４
１　

▽
庄
内
児
童
相
談
所
☎

22
‐
０
７
９
０　

▽
児

童
相
談
所
全
国
共
通
３

桁
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

■ ■ ■ ■ ■ 　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ

を
誤
れ
ば
、
近
所
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
っ

た
り
、
本
来
愛
さ
れ
る
べ
き
猫
を
不
幸
に
し

て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。
ペ
ッ
ト
を
飼
う
た

め
に
は
、
そ
の
ペ
ッ
ト
の
命
を
預
か
る
責
任
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
る
等
の
責
任
を
持
ち

ま
し
ょ
う
。

　

猫
は
年
に
２
、
３
回
出
産
し
ま
す
。
生
ま

れ
て
く
る
子
猫
を
全
部
、
終
生
飼
う
こ
と
が

で
き
な
い
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す
こ
と
が

で
き
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
場
合
は
、
事
前

に
不
妊
、
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う
。
不
幸

な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
管
理
す
る
こ
と

も
愛
情
で
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
２

「
忘
れ
て
な
い
？
サ
イ
フ
に
ス
マ
ホ
に
火
の
確
認
」

秋
の
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
○金
か
ら
15
日
○木
ま
で
の
１
週
間
、

住
宅
防
火
対
策
の
推
進
等
を
重
点
目
標
と
し

た
秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
時
期
、
暖
房
器
具
な
ど
火
を
取
り

扱
う
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り

が
火
災
予
防
を
心
掛
け
、
安
全
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

付
い
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

全
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
消
防
本
部
管

内（
本
市
・
三
川
町
）の
今
年
６
月
１
日
現
在

の
設
置
率
は
80
％
で
す
。
ま
だ
設
置
し
て
い

な
い
家
庭
は
、
早
急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

税
・
生
活
・
そ
の
他

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ 

個
人
の
市
・
県

民
税
は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う

　

個
人
の
市･

県
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
事

業
主
が
従
業
員
に
毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
市

･

県
民
税
を
差
し
引
き
、
従
業
員
に
代
わ
っ

て
、
各
従
業
員
が
住
む
市
町
村
に
毎
月
納
入

す
る
制
度
で
す
。

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、
所
得
税
を

源
泉
徴
収
す
る
義
務
が
あ
る
事
業
主
に
は
、

原
則
と
し
て
従
業
員
の
市
・
県
民
税
を
特
別

徴
収
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
退
職
し
た
」

「
不
定
期
雇
用
で
あ
る
」
と
い
っ
た
特
段
の

理
由
が
な
い
限
り
、
事
業
主
や
従
業
員
の
希

望
で
普
通
徴
収
（
個
人
で
納
付
）
を
選
ぶ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト　

従
業
員
は
金
融

機
関
に
出
向
い
て
納
め
る
手
間
が
な
く
な
り
、

納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

普
通
徴
収
の
納
期
は
年
４
回
で
す
が
、
特
別

徴
収
の
納
期
は
年
12
回
な
の
で
、
従
業
員
の

１
回
当
た
り
の
負
担
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

▼
納
期
の
特
例　

従
業
員
が
常
時
10
人
未
満

の
事
業
所
等
は
、
申
請
に
よ
っ
て
、
納
期
を

年
２
回
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
人
と
動
物
が
気
持
ち
よ
く
共
生
で
き
る
街
に

不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

　

家
庭
で
の
猫
は
ペ
ッ
ト
と
し
て
家
族
同
様

に
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
飼
い
方

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
口
座
振
替
額
通
知
書
を
お
送
り
し
ま
す

　

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
口
座
振
替
額
通
知
書
（
今
年
１
月
〜
11
月

分
）
を
12
月
中
旬
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
年
末
調
整
の
た
め
に
納
付
金
額
を
知

り
た
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
7
、
本
所

国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
６
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
に
関
す
る

各
種
手
当
の
お
知
ら
せ

▼
児
童
手
当　

■対
中
学
３
年
生
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方　

■
支
給
月
額　

▽
０

歳
〜
２
歳
…
１
万
５
、
０
０
０
円　

▽
３
歳

〜
小
学
校
修
了
前
（
第
１
子
・
２
子
）
…
１

万
円　

▽
同
（
第
３
子
以
降
）
…
１
万
５
、

０
０
０
円　

▽
中
学
生
…
１
万
円　

▽
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
…
５
、
０
０
０
円　

■
支
給
日　

６
月
・
10
月
・
２
月
の
15
日

■
支
給
期
間　

児
童
が
15
歳
に
達
し
た
年
度

末
ま
で

▼
児
童
扶
養
手
当　

■対
離
婚
等
で
ひ
と
り
親

に
な
っ
た
場
合
や
、
児
童
の
父
ま
た
は
母
に

一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
等
で
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
（
受
給
者
等
の
所
得
で
異
な
り
、

所
得
が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
）　

■
支
給
月
額　

▽
第
１
子
…
４

オレンジリボン
子供虐待を防止する
というメッセージが
込められています。
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水
路　

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
８　

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
ち
わ
ら
住
宅
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

３

美
原
住
宅

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

東
部
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

み
ど
り
住
宅
２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

大
山
住
宅

１
階
・
２
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
２

朝日
下
名
川
住
宅
平
屋
・
３
Ｄ
Ｋ

１

名
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
２
階
建
２
階
・

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

温海
紅
葉
岡
住
宅
１
階
・
３
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

来
年
１
月
中
旬
以
降　

■申
11

月
１
日
○木
〜
20
日
○火
に
本
所
建
築
課
☎
内
線

４
８
３
ま
た
は
朝
日
・
温
海
庁
舎
産
業
建
設

課
へ住

生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　

12
月
１
日
現
在
で
、「
住
生
活
総
合
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調
査
は
国
土
交
通

省
が
実
施
す
る
も
の
で
、
調
査
結
果
は
、
国

が
住
生
活
の
安
定
・
向
上
に
係
る
総
合
的
な

施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
、
基
礎
資
料
と
な

り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■対
10
月
に
総
務
省
が
実
施
し
た
「
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
」
に
回
答
し
た
世
帯
か
ら
無
作

為
に
抽
出
し
た
世
帯　

■
調
査
票
配
布　

11

月
下
旬
か
ら
対
象
世
帯
の
郵
便
受
け
に
投
函　

■
回
答
方
法　

郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
回
答　

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
３

市
有
不
動
産
を
一
般
競
争
入
札

で
売
却
し
ま
す

件物
所
在
地
（
市
内
）

面
積
（
登
記
地
籍
）

地
目

予
定
価
格

１
神
明
町
９
‐
38

５
６
５
・
74
㎡

宅
地

１
、２
４
３
万
８
、０
０
０
円

■日
11
月
16
日
○金
午
前
10
時　

■場
市
役
所
本
所

４
階
ロ
ビ
ー　

■申
11
月
12
日
○月
ま
で
本
所
契

約
管
財
課
☎
内
線
３
４
２
へ　

■他
市
HP

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

登
録
の
更
新
申
請
に
つ
い
て

　

山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
が
あ
り
、
登

録
の
有
効
期
限
が
来
年
３
月
31
日
○日
と
な
っ

て
い
る
責
任
技
術
者
は
、
登
録
更
新
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

■
更
新
申
請　

11
月
１
日
○木
〜
30
日
○金
に
上

下
水
道
部
水
道
課
☎
23
‐
７
７
３
２
へ

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
の
う
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
で
、
次
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業　

■内「
遊
具
」

の
整
備
（
常
盤
木
地
区

自
治
会
）　

■問
櫛
引
庁

舎
総
務
企
画
課
☎
内
線

２
２
１

て
く
だ
さ
い
。

　

重
症
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、
本
所
農
山
漁

村
振
興
課
☎
内
線
５
５
９
、
各
地
域
庁
舎
産

業
建
設
課
ま
た
は
庄
内
総
合
支
庁
環
境
課
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
防
疫
対
策
の
た
め　

施
設
利
用
を
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　

本
市
で
は
、
市
内
の
家
き
ん
飼
育
農
場
で

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
場
合
、
次

の
施
設
を
防
疫
対
策
準
備
の
た
め
の
現
場
事

務
所
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
現
場
事
務
所
と

し
て
利
用
す
る
際
は
、
安
全
確
保
の
た
め
通

常
の
施
設
利
用
を
休
止
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
施
設　

藤
島
体
育
館　

■
期
間　

防

疫
対
策
開
始
か
ら
５
日
間
程
度　

■問
本
所
農

政
課
☎
内
線
５
７
９

銃
に
よ
る
狩
猟
自
粛
区
域
に

つ
い
て

　

集
落
や
工
業
団
地
が
近
接
し
て
い
る
区
域

で
の
銃
に
よ
る
狩
猟
は
大
変
危
険
で
す
。
近

隣
住
民
等
、
往
来
者
の
人
身
事
故
防
止
の
た

め
、
次
の
河
川
等
の
周
辺
で
は
銃
を
使
っ
た

狩
猟
の
自
粛
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
発
砲
音
・
空
薬
き
ょ
う
等
で
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
、
狩
猟
者
は
法
令
と
マ
ナ

ー
を
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

■場
▽
内
川
…
寿
集
落
南
端
か
ら
庄
内
南
工
業

団
地
村
東
橋
ま
で
の
区
間　

▽
大
山
川
…
中

柳
原
集
落
今
世
橋
周
辺
、
石
山
・
楯
川
原
集

落
津
利
橋
周
辺　

▽
京
田
川
…
長
沼
十
文
字

集
落
周
辺　

▽
羽
黒
地
域
…
高
寺
周
辺
用
排

　

ま
た
、
設
置
の
義
務
化
か
ら
10
年
が
経
過

し
、
電
池
切
れ
や
電
子
部
品
の
劣
化
に
よ
っ

て
、
警
報
器
が
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
設
置
か
ら
10
年
を
目
安
に

本
体
の
交
換
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
清
掃
と
点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
設
置
場
所　

全
て
の
寝
室
（
２
階
に
寝
室

が
あ
る
場
合
は
階
段
の
上
部
に
も
設
置
が
必

要
）。
台
所
へ
の
設
置
は
任
意　

■問
消
防
本

部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国

瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ

っ
て
、
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民

の
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
21
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
↓
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
↓
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
↓
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
内
線
１
６
３

け
が
を
し
た
野
生
の
鳥
獣
な

ど
を
見
つ
け
た
ら

　

野
生
の
鳥
獣
は
、
様
々
な
病
原
菌
を
持
っ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
し
て
触

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
け
が
や
衰
弱
し
た
野

生
鳥
獣
は
、
弱
っ
て
い
て
も
自
然
に
回
復
す

る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
見
守
っ
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

鶴岡 キッズドームソライ完成

＜サイエンスパーク＞

１階に天井近くまである巨大な遊具があり、地
下では工作やアートを体験できる児童遊戯施設。
隣接する「ショウナイホテル スイデンテラス」

９.19
もこの日に全面開業し、記念式典が開催されま
した。見学ツアーも実施され参加者は11月１
日のグランドオープンに期待を膨らませました。

地区住民や防災関係機関28団体約1,200人が
参加して、豪雨・風水害を想定した総合防災訓
練を実施。地区災害対策本部の設置運営や自主

９.23
防災会による情報伝達・要配慮者の避難支援、
避難所開設などの各種訓練・体験学習を通じて、
災害時の対応や連携体制について確認しました。

羽黒 鶴岡市総合防災訓練

＜泉地区地域活動センター、羽黒コミュニティセンター、羽黒体育館＞



13 広報つるおか　2018 . 11

大正 7年 9月21日に開業し、交通・物
流の拠点として地域を支えてきた藤島駅。
写真や新聞でその歩みを振り返りました。

藤島 藤島駅開業100周年記念パネル展示

＜藤島庁舎＞

櫛引 くしびきカローリング交流大会

氷上で行うカーリングをヒントに誕生し
た室内スポーツ。選手たちは真剣な表情
でローラーを滑らせ、得点を競いました。

10.６

＜櫛引スポーツセンター＞

温海 関ふぐまつり

「おいしいね～」。鼠ヶ関港で水揚げされ
たトラフグの刺身など海の幸を、地酒と
一緒に満喫する行楽客でにぎわいました。

９.30

＜マリンパークねずがせき＞

朝日 愛のふれあいコンサート

障害の有無を越えて楽しめるように企画。
小学生の大黒舞披露や参加者みんなでの
合唱など、音楽を通して交流しました。

10.８

＜朝日中央コミュニティセンター＞

鶴岡の新鮮な農林水産物や国内外の交流都市の
特産品を買い求める人で大にぎわい。ものづく
りエリアでは、子供たちがロボット操作などを

10.13
    ・14

通して、楽しみながら最新技術等を学びました。
ステージイベントや地元食材を使った振る舞い
もあり、２日間で約３万5,000人が訪れました。

鶴岡 つるおか大産業まつり

＜小真木原公園＞

９.21
～
10.31
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つつるおか

情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。

催
し

港
の
風
景
画
展
〜
髙
橋
英
彦

が
描
い
た
北
前
船
航
路 

二
〜

■日
来
年
１
月
６
日
○日
ま
で
の
午
前
10
時
〜
午

後
５
時　

■場
・
■問
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
３
４
‐
26
‐
５
６
４
２

そ
ば
処「
大
梵
字
」新
そ
ば
祭
り

■日
11
月
１
日
○木
〜
12
月
２
日
○日
午
前
11
時
〜

午
後
４
時　

■内
朝
日
地
域
産
新
そ
ば
の
食
べ

放
題
（
天
ぷ
ら
・
漬
物
付
き
）　

■費
１
、
５

０
０
円
（
当
日
は
１
０
０
円
増
し
）　

■場
・

■
前
売
り
券
取
扱
い　

そ
ば
処
「
大
梵
字
」

☎
53
‐
３
４
１
３　

■他
団
体
は
要
予
約

見
つ
け
よ
う
、
君
の
未
来
！

や
ま
が
た
で
学
ぼ
う
フ
ェ
ア
in
庄
内

■日
11
月
４
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

■場

イ
オ
ン
モ
ー
ル
三
川　

■内
県
内
の
大
学
・
短

期
大
学
・
専
門
学
校
等
約
35
校
の
紹
介
（
学

校
紹
介
パ
ネ
ル
の
展
示
、
体
験
ブ
ー
ス
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
）　

■問
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
や
ま
が
た
☎
０
２
３
‐
６
２
８
‐
４
８

４
２古

典
の
日
の
集
い

■日
11
月
４
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
図
書
館

本
館　

■内
講
演
・
所
作
解
説
・
鼓
実
演
「
松

山
能
の
世
界
」
榎
本
和
介
氏
（
松
山
文
化
伝

承
館
館
長
）、「
黒
川
能
の
世
界
」
上
野
由
部

氏
（
王
祇
会
館
館
長
）　

■費
３
０
０
円　
　

　
　

小
林
路
子Sm

ile Concert

■日
11
月
４
日
○日
午
後
３
時　

■場
東
田
川
文
化

記
念
館　

■定
２
０
０
人　

■費
２
、
０
０
０
円　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

お
ん
が
く
ハ
ウ
ス
、

カ
ワ
イ
楽
器
鶴
岡
店
、
鶴
岡
楽
器
㈱　
　

　
　
　ほ

と
り
あ
里
山
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
８

テ
ー
マ
「
渡
り
鳥
」

■日
11
月
10
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
２
時　

■内

ダ
ン
ボ
ー
ル
め
い
ろ
、
渡
り
鳥
の
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
・
お
面
づ
く
り
等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
、
体
験
コ
ー
ナ
ー　

■場
・
■問
自
然
学
習

交
流
館
ほ
と
り
あ
☎
33
‐
８
６
９
３　

■他
大

山
上
池
・
下
池
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
10
周

年
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
■場
出
羽
庄
内
国

際
村
）
と
同
時
開
催

音
楽
の
夕
べ　
　
　
　
　
　
　
　

〜
あ
な
た
と
ク
ラ
ゲ
と
音
楽
と
〜

■日
11
月
10
日
○土
午
後
６
時　

■
出
演　

小
松

原
俊
氏　

■費
高
校
生
以
上
…
１
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■場
・
■問
加
茂
水

族
館
☎
33
‐
３
０
３
６　

■他
年
間
パ
ス
ポ
ー

ト
を
お
持
ち
の
方
は
無
料
・
優
先
入
場

県
総
合
美
術
展
覧
会
鶴
岡
巡
回
展
・

県
こ
ど
も
絵
画
展
覧
会

■日
11
月
14
日
○水
〜
19
日
○月
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
16
日
・
17
日
は
午
後
６
時
ま
で
。
19

日
は
臨
時
開
館
）　

■内
県
総
合
美
術
展
覧
会

…
日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
の
４
部
門

１
５
９
作
品
を
展
示　

県
こ
ど
も
絵
画
展
覧

会
…
幼
児
〜
中
学
生
の
２
６
２
作
品
を
展
示　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…

２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■場
・
■問

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

お
し
え
て
！
ば
ば
ご
っ
つ
ぉ

〜
む
か
し
懐
か
し
の
お
や
つ
in
朝
日
〜

■日
11
月
17
日
○土
午
後
１
時　

■場
朝
日
東
部
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■定
10
人　

■内
郷
土

料
理
を
学
び
、
昔
の
食
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
聞

く　

■費
５
０
０
円　

■持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

等　

■申
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進
協
議
会

☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
９
２　

■他
簡
単
な

レ
ポ
ー
ト
提
出
あ
り

交
通
事
故
、暴
力
行
為
、犯
罪
の
防
止
に
向
け
て

安
全
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
鶴
岡
大
会

■日
11
月
14
日
○水
午
前
９
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
事
例
発
表
「
だ
だ
ち
ゃ
豆
パ
ト
ロ

ー
ル
等
の
取
り
組
み
」
鶴
岡
市
防
犯
協
会
大

泉
支
部
、
交
通
安
全
活
動
の
紹
介　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■日
11
月
15
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
45
分　

■内
各
部
門
紹
介
、
健
康
測
定
、
授
産
製
品
販

売
、
音
楽
ス
テ
ー
ジ
等　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ

ー
総
務
経
営
課
☎
64
‐
８
１
０
０

緩
和
ケ
ア
市
民
公
開
講
座 

庄
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

鎌
田
實 

講
演
会

■日
11
月
17
日
○土
午
後
１
時
15
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■内
講
演
「
地
域
で
命
を
支
え
る

〜
が
ん
ば
ら
な
い
け
ど
あ
き
ら
め
な
い
〜
」

鎌
田
實
氏
（
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
）

■申
11
月
12
日
○月
ま
で
荘
内
病
院
内
緩
和
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５

１
８
０
へ

出
羽
庄
内
国
際
村
音
楽
祭
２
０
１
８

中
国 

名
曲
の
響
き
〜
二
胡
・
琵
琶
・
揚
琴
〜

■日
11
月
17
日
○土
午
後
６
時
30
分　

■費
大
人
…

２
、
０
０
０
円
（
当
日
は
５
０
０
円
増
し
）　

小
・
中
学
生
、
高
校
生
…
８
０
０
円
（
当
日

は
２
０
０
円
増
し
）　

■場
・
■申
同
館
☎
25
‐

３
６
０
０
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赤
か
ぶ
収
穫
と
漬
け
方
体
験

■日
11
月
18
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
月
山
高

原
活
性
化
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人　

■費
６

㎏
…
１
、
６
０
０
円　

12
㎏
…
３
、
０
０
０

円　

■持
た
る
等　

■申
中
川
代
得
参
ク
ラ
ブ

　
　
　日

本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

in
庄
内

■日
11
月
18
日
○日
午
前
10
時　

■場
酒
田
市
公
益

研
修
セ
ン
タ
ー　

■内
庄
内
在
住
の
外
国
出
身

者
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
等
を
日
本
語
で

発
表　

■問
酒
田
市
国
際
交
流
サ
ロ
ン
☎
０
２

３
４
‐
26
‐
５
６
１
５

産
直
あ
さ
ひ
・
グ
ー

「
新
そ
ば
ま
つ
り
」

■日
11
月
18
日
○日
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時　

■費
１
、
２
０
０
円　

■場
・
■問
産
直
あ
さ
ひ
・

グ
ー
☎
58
‐
１
４
５
５

つ
る
お
か
森
の
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム

■日
11
月
18
日
○日
午
後
１
時　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■内
小
西
貴
士
氏
（
写
真
家
）
の
講
演

・
座
談
会
、
森
の
め
ぐ
み
試
食　

■申
本
所
子

育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０　

■他
託
児
あ
り

（
要
申
込
み
）

郷
土
資
料
館 

歴
史
講
演
会

石
原
莞
爾
と
昭
和
維
新
‐
日
本
型
革
命
児
の
挫
折
‐

■日
11
月
18
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■師
加
藤
聖

文
氏
（
国
文
学
研
究
資
料
館
准
教
授
）　

■場

・
■申
11
月
３
日
○土
か
ら
図
書
館
本
館
☎
25
‐

２
５
２
５
へ

朗
読
集
団 

長
月
の
会 

10
周
年
記
念
朗
読
会

〜
西
澤
和
子
先
生
を
偲
ん
で
〜

■日
11
月
18
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
江
鶴
亭

■内『
今
昔
物
語
』、『
お
こ
ん
じ
ょ
う
る
り
』、

藤
沢
周
平
『
永
代
橋
』、
フ
ル
ー
ト
演
奏

■
特
別
ゲ
ス
ト　

田
村
操
氏（
朗
読
集
団「
や

ま
び
こ
」
代
表
）　

■費
５
０
０
円

　
　
　一

緒
に
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か　

障
害
の
あ
る
方
の
家
族
交
流
会

■日
11
月
22
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■場
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
市
内
在
住
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
の

あ
る
方
の
家
族
先
着
20
人　

■内
障
害
者
支
援

施
設
と
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
見
学　

■費
５
０

０
円
（
昼
食
代
）　

■申
11
月
15
日
○木
ま
で
障

害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎

25
‐
２
７
９
４
へ

鶴
岡
高
等
養
護
学
校 

学
校
祭

■日
11
月
23
日
○金　

■時
・
■内
午
前
９
時
10
分
〜

11
時
40
分
…
学
年
劇
、
発
表
、
合
唱　

午
後

０
時
45
分
〜
２
時
25
分
…
職
業
科
バ
ザ
ー

■持
内
履
き　

■場
・
■問
同
校
☎
22
‐
０
５
８
１

鶴
岡
シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
♥　

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
11
月
23
日
○金
午
前
11
時
、
午
後
１
時
30
分

■場
マ
リ
カ　

■内
鶴
岡
中
央
高
校
生
徒
な
ど
に

よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー　

■申
同
校
内

「
シ
ル
ク
ガ
ー
ル
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
務

局
☎
25
‐
５
７
２
３
ま
た
は
本
所
政
策
企
画

課
☎
内
線
５
２
６
へ　

■他
要
整
理
券

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

山
戸
能
・
山
五
十
川
歌
舞
伎
奉
納
上
演

■日
11
月
23
日
○金
正
午　

■内
山
戸
能
…
座
揃
囃

子
、
恋
慕
の
舞
、
式
三
番
、
番
能
「
猩
々
」

山
五
十
川
歌
舞
伎
…
一
の
谷
嫩
軍
記
「
熊
谷

陣
屋
の
場
」　

■場
・
■問
山
五
十
川
公
民
館
☎

45
‐
２
９
４
９

山
里
の
暮
ら
し
体
験

カ
モ
の
解
体
を
体
験
し
よ
う

■日
11
月
25
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■定
20
人

■内
猟
師
と
一
緒
に
カ
モ
の
解
体
体
験
、
カ
モ

汁
の
昼
食
等　

■費
大
人
…
２
、
０
０
０
円

中
学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
11

月
20
日
○火
ま
で
大
鳥
自
然
の
家
☎
55
‐
２
９

４
６
へK-

A
R
C
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
８

「
科
学
で
解
き
明
か
す
食
と
健
康
」

■日
11
月
26
日
○月
午
後
１
時　

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■内
基
調
講
演
…
「
食
の

機
能
性
と
開
発
」中
原
光
一
氏（
サ
ン
ト
リ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
㈱

研
究
部
長
）　

講
演
…
「
山
形
県
地
域
農
産

資
源
の
生
理
活
性
成
分
に
特
化
し
た
加
工
品

開
発
」
菅
原
哲
也
氏
（
山
形
県
工
業
技
術
セ

ン
タ
ー
庄
内
試
験
場
主
任
専
門
研
究
員
）

■申
11
月
19
日
○月
ま
で
鶴
岡
高
専
☎
25
‐
９
１

５
９
へ読

書
で
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
・
市
民
の
集
い

直
木
賞
作
家
・
高
橋
義
夫
氏
講
演
会

■日
11
月
25
日
○日
午
後
２
時　

■場
荘
内
銀
行
本

店　

■内「
田
舎
暮
ら
し
の
幸
福
」
高
橋
義
夫

氏（
直
木
賞
作
家
）　

■費
５
０
０
円（
中
学
生
・

高
校
生
無
料
）　

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い　

Ｎ

Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
庄
内
教
室
、
市
内
一
部

書
店
、
事
務
局　

■問
事
務
局

　
　
　犯

罪
被
害
者
支
援

県
民
の
つ
ど
い
２
０
１
８

■日
11
月
27
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
山
形
ビ

ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山
形
市
）　

■内
基
調
講
演

「
全
国
犯
罪
被
害
者
の
会
（
あ
す
の
会
）
の

解
散
に
当
た
っ
て
」
岡
村
勲
氏
（
同
会
元
代

表
幹
事
）　

■問
や
ま
が
た
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
４
２
‐
３
５
７
１

庄
内
ス
マ
ー
ト
・
テ
ロ
ワ
ー
ル

豊
穣
感
謝
祭

■日
11
月
27
日
○火
午
後
１
時
30
分
〜
５
時
30
分

■場
グ
ラ
ン
ド
エ
ル
・
サ
ン　

■内
加
工
食
品
の

開
発
と
販
売
に
向
け
た
取
り
組
み
の
紹
介
、

大
豆
を
中
心
と
し
た
加
工
食
品
の
試
食
会

■申
同
祭
事
務
局
☎
24
‐
２
２
７
８

児
童
読
書
感
想
画
展

■日
11
月
29
日
○木
〜
12
月
２
日
○日
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
（
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）　

■場

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム　

■問
図
書
館
本
館
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☎
25
‐
２
５
２
５

収
蔵
写
真
展
‐
内
藤
正
敏
が

映
す
出
羽
三
山
の
世
界
‐

■日
11
月
30
日
○金
〜
来
年
４
月
15
日
○月
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時　

■費
大
人
…
４
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
２
０
０
円　

■場
・
■問
い
で
は
文
化
記
念

館
☎
62
‐
４
７
２
７

地
域
定
住
農
業
者
育
成
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

一
般
公
開
講
座

■日
11
月
30
日
○金
午
後
１
時
30
分　

■場
ゆ
ざ
元

町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
遊
佐
町
）　

■内
「
庄

内
の
在
来
作
物
」
江
頭
宏
昌
氏
（
山
大
農
学

部
教
授
）　

■問
山
大
農
学
部
内
「
同
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」
事
務
局
☎
０
７
０
‐
２
０
１

１
‐
５
６
１
５

鶴
岡
養
護
学
校

わ
く
わ
く
バ
ザ
ー

■日
12
月
１
日
○土
午
前
10
時
〜
11
時　

■内
作
業

製
品
等
の
販
売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー　

■場
・
■問

同
校
☎
24
‐
５
９
９
５

が
ん
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

「
女
性
の
が
ん
‐
予
防
と
治
療
の
最
前
線
」

■日
12
月
１
日
○土
午
後
２
時　

■場
先
端
研
究
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー　

■定
２
０
０
人　

■内
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
…
「『
が
ん
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
研

究
室
』
が
目
指
す
も
の
」
落
合
淳
志
氏
（
国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
先
端
医
療
開
発
セ
ン

タ
ー
長
）　

講
演
…
「
乳
癌が
ん

の
早
期
発
見
と

最
新
の
治
療
」
向
原
徹
氏
（
同
セ
ン
タ
ー
東

病
院
乳
腺
腫
瘍
内
科
科
長
）、「
婦
人
科
腫
瘍

に
つ
い
て
‐
運
動
や
食
事
、
が
ん
に
な
ら
な

い
た
め
に
‐
」
加
藤
友
康
氏
（
同
セ
ン
タ
ー

中
央
病
院
婦
人
腫
瘍
科
科
長
）、「
あ
な
た
ら

し
さ
を
支
え
る
‐
病
気
と
の
付
き
合
い
方
・

外
見
ケ
ア
の
実
際
‐
」
坂
本
は
と
恵
氏
（
同

セ
ン
タ
ー
東
病
院
副
サ
ポ
ー
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ

ー
長
）　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
…「
正

し
い
情
報
・
知
識
で
が
ん
を
乗
り
越
え
る
‐

あ
な
た
と
大
切
な
人
の
た
め
に
‐
」
パ
ネ
リ

ス
ト
（
向
原
徹
氏
・
加
藤
友
康
氏
・
坂
本
は

と
恵
氏
・
秋
山
美
紀
氏
〈
慶
應
義
塾
大
学
環

境
情
報
学
部
教
授
〉）、
モ
デ
レ
ー
タ
ー
（
落

合
淳
志
氏
）　

■申
同
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
連
携
研

究
拠
点
・
が
ん
メ
タ
ボ
ロ
ミ
ク
ス
研
究
室
☎

64
‐
０
９
８
０

鶴
岡
市
芸
術
祭〈
12
月
の
日
程
〉

▼
鶴
岡
土
曜
会
混
声
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■日
12
月
８
日
○土
午
後
７
時　

■費
大
人
…
２
、

０
０
０
円　

高
校
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円

▼
鶴
岡
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会　

■日
12
月
９

日
○日
午
後
２
時　

■費
５
０
０
円
（
小
学
生
以

下
無
料
）

▼
共
通　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡　

■問
鶴
岡
市

芸
術
文
化
協
会
事
務
局
☎
57
‐
２
０
０
８

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
に
こ
♥

ふ
る
」

軽
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
講
習
会

■日
11
月
15
日
○木
午
後
７
時　

■場
に
こ
♥

ふ
る

■対
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
先
着

30
人　

■費
２
１
０
円　

■申
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
７
０　

■他
市
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
資
格
証
を
お
持
ち
の
方
は
受

講
免
除
（
別
途
手
続
必
要
）

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
季
節
の
養
生
ヨ
ガ
（
全
５
回
）　

■日
11
月

16
日
か
ら
の
金
曜
日
午
前
10
時　　

■定
先
着
20

人　　

■費
５
、
０
０
０
円

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
冬
コ
ー
ス（
全
５
回
）　

■日
11
月
24
日
か
ら
の
土
曜
日
午
後
７
時　　

■対

小
学
生
以
上
先
着
20
人　　

■費
中
学
生
以
上
…

３
、
０
０
０
円　

小
学
生
…
１
、
０
０
０
円

▼
共
通　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館　

■申
同

ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

庄
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
家
族
会

オ
ス
ト
メ
イ
ト
研
修
会

■日
11
月
18
日
○日
午
前
10
時　

■場
日
本
海
総
合

病
院　

■対
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
そ
の
介
護
者　

■内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
体
験
談
、医
療
従
事
者
・

製
品
メ
ー
カ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
相
談　

■費

３
０
０
円　

■申
11
月
16
日
○金
ま
で
同
会
事
務

局　
が
ん
患
者
・
家
族
ま
な
び
あ
い

と
患
者
サ
ロ
ン

■日
11
月
27
日
○火
午
後
２
時　

■場
日
本
海
総
合

病
院　

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族　

■内「
〜

が
ん
に
な
っ
て
も
家
で
過
ご
す
た
め
に
〜
緩

和
ケ
ア
や
在
宅
医
療
・
介
護
に
つ
い
て
」

■問
同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３

４
‐
26
‐
５
２
８
２

阿
部
多
グ
ル
ー
プ
企
業
に
よ
る

「
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
講
演
会
」

■日
11
月
30
日
○金
午
後
５
時　

■場
東
京
第
一
ホ

テ
ル
鶴
岡　

■定
２
２
０
人　

■師
舞
の
海
秀
平

氏
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者
）　

■申
阿
部
多

㈱
総
務
部
☎
22
‐
６
５
３
１　

■他
要
整
理
券

鶴
岡
卓
球
協
会 

会
長
杯

■日
12
月
2
日
○日　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

■
種
目　

硬
式
男
子
・
女
子
（
団
体
戦
）

■申
同
協
会　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　

■他

HP
く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
バ
ン
ポ
ン
大
会　

■日
12
月
９
日
○日
午
前
９

時　

■
種
目　

ダ
ブ
ル
ス（
個
人
申
込
み
可
）　

■費
１
人
３
０
０
円　

■申
11
月
20
日
○火
ま
で

▼
く
し
び
き
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
交
流
大
会

■日
12
月
12
日
○水
午
後
１
時　

■費
５
０
０
円

■申
11
月
30
日
○金
ま
で　

▼
共
通　

■場
・
■申
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
同
ク
ラ
ブ
☎
57
‐
４
３
１
１

庄
内
ス
ケ
ー
ト
協
会

ス
ケ
ー
ト
教
室

■日
12
月
９
日
〜
来
年
２
月
24
日
の
毎
週
日
曜

日
午
前
９
時　

■場
小
真
木
原
ス
ケ
ー
ト
場

■対
・
■費
上
級
（
Ｂ
級
以
上
10
人
）、中
級
（
Ｃ

級
10
人
）、
基
本
（
小
学
生
以
上
30
人
）
…

４
、０
０
０
円　

親
子
（
小
学
生
以
上
の
親
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子
10
組
）
…
１
組
４
、０
０
０
円　

■申
12
月

２
日
○日
午
後
２
時
〜
４
時
に
直
接
小
真
木
原

総
合
体
育
館
へ　

■問
同
協
会　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■他
別
途
入

会
金
（
各
コ
ー
ス
３
、０
０
０
円
）
と
貸
靴

料
が
必
要

子
育
て
・
子
供
向
け

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
ミ
ル
ク
相
談

■日
11
月
７
日
○水
、
12
月
５
日
○水
午
前
10
時
〜

正
午　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
授

乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル

３
枚
、
お
く
る
み
（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）
等

■申
健
康
課
☎
内
線
３
７
４

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す

プ
レ
マ
マ
教
室

■日
11
月
10
日
○土
、
12
月
８
日
○土
午
前
９
時
45

分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
妊
娠

８
か
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
各
日
先
着

10
人　

■内
助
産
師
・
保
健
師
の
講
話
、
質
問

タ
イ
ム　

■持
母
子
健
康
手
帳
、
同
別
冊　

■申

各
日
３
日
前
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
４
へ

暘
光
児
童
館
・
西
部
児
童
館
共
催
行
事

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
体
験

■日
11
月
10
日
○土
午
後
１
時　

■場
櫛
引
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
20
人　

■内
カ
ロ
ー

リ
ン
グ　

■申
暘
光
児
童
館
☎
64
‐
８
６
４
０

ま
た
は
西
部
児
童
館
☎
29
‐
０
０
３
１
へ

■他
参
加
賞
あ
り

ま
ん
ま
ル
ー
ム
11
月
の
講
座

「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

■日
11
月
９
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
上
野
和

佳
氏
（
チ
ャ
イ
ル
ド
ヨ
ガ
プ
レ
イ
ス
ク
ー
ル

天
使
の
輪
「
は
れ
ぐ
み
」）　

■場
・
■問
同
ル
ー

ム
☎
24
‐
５
６
３
５

科
学
ま
つ
り
in
鶴
岡

■日
11
月
11
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

エ
ス
モ
ー
ル　

■対
未
就
学
児
、
小
学
生　

■内

ス
ラ
イ
ム
・
人
工
イ
ク
ラ
作
り
、
ク
ラ
ゲ
観

察
、
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
等　

■問
山
形
大
学

サ
イ
タ
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
２
８
‐
４

５
０
６中

央
児
童
館 

ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
親
子
で
ロ
ボ
ッ
ト
体
験　

■日
11
月
11
日
○日

午
後
２
時
30
分　

■場
同
館　

■対
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組　

■内
宇
宙
飛
行
士
が
訓

練
で
使
用
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
（
マ
イ
ン
ド
ス
ト

ー
ム
）
の
作
製
体
験　

■申
11
月
10
日
○土
ま
で

▼
サ
バ
イ
バ
ル
飯
に
挑
戦
！
中
学
生
・
高
校

生
編　

■日
12
月
１
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
１

時　

■場
同
館　

■対
中
学
生
・
高
校
生
先
着
20

人　

■申
11
月
１
日
○木
か
ら

▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
de
ク
ッ
キ
ン
グ
「
か
た
ぐ
る

ま
で
パ
ン
を
つ
く
ろ
う
」　

■日
12
月
９
日
○日

午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■場
ゆ
う
あ
い
プ
ラ

ザ
か
た
ぐ
る
ま　

■対
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

先
着
40
人　

■内
か
た
ぐ
る
ま
利
用
者
と
パ
ン

を
作
る　

■費
１
人
３
０
０
円　

■申
11
月
４
日

○日
〜
21
日
○水

▼
共
通　

■申
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６
０
８

暘
光
児
童
館

こ
ど
も
用
品
と
り
か
え
っ
こ

■日
11
月
15
日
○木　

■内
不
要
に
な
っ
た
子
供
用

品
の
交
換
（
10
点
ま
で
）　

■場
・
■問
同
館
☎

64
‐
８
６
４
０

離
乳
食
教
室

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
11
月
16
日
○金
午
前
９
時
45
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
平
成
29
年
12
月
〜
30

年
２
月
生
ま
れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着

20
組　

■内
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・

試
食
、
栄
養
士
に
よ
る
個
別

相
談　

■持
大
人
…
母
子
健
康

手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

子
供
…
食
事
用
エ
プ
ロ
ン
、

甘
く
な
い
飲
み
物
、
手
拭
き
、

ス
プ
ー
ン
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■費
１
組
５
０
０
円　

■申
11
月
９
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５

へ
南
部
児
童
館

▼
キ
ラ
キ
ラ
星
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！″
運
動
会
〞

■日
11
月
16
日
○金
午
前
10
時　

■場
同
館　

■対
乳

幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
子
供
と
一
緒
に
体

を
動
か
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　

■申
11
月
１
日

○木
〜
15
日
○木

▼
自
然
体
験
活
動
「
歩
い
て
食
べ
て
！
秋
を

満
喫
!! 

in
金
峰
」　

■日
11
月
17
日
○土
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
（
同
館
集
合
）　

■場
金

峰
少
年
自
然
の
家　

■対
小
学
生
先
着
15
人

■内
自
然
散
策
、
焼
き
芋
と
た
き
火
で
お
や
つ　

■師
齋
藤
安
和
氏
（
環
境
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

■費
５
０
０
円　

■申
11
月
１
日
○木
〜
16
日
○金

■他
雨
天
時
は
室
内
メ
ニ
ュ
ー

▼
ポ
ピ
ン
ズ
の
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
ぼ
う
！

学
ぼ
う
！
親
子
で
楽
し
も
う
！　

■日
12
月
３

日
○月
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
１
時　

■場
南
部

児
童
館　

■対
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

■内
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
遊
び
や
絵
の
具
、
粘
土
、
工

作
、
学
び
合
い　

■師
佐
藤
純
子
氏
（
日
本
プ

レ
イ
セ
ン
タ
ー
協
会
理
事
長
）　

■申
11
月
５

日
○月
〜
28
日
○水　

■他
希
望
者
に
昼
食
（
５
０

０
円
）
あ
り

▼
共
通　

■申
同
館
☎
64
‐
１
９
０
０

親
子
で
楽
し
も
う
！
絵
本
の
世
界

人
形
劇
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
11
月
17
日
○土
午
前
10
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
親
子
20
組
（
祖
父
母
も
可
）　

■問

サ
ロ
ン
お
は
な
し
の
部
屋　
　
　
　
　
　

　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

講
習
会

■日
11
月
18
日
○日
午
後
1
時　

■場
藤
島
体
育
館　

■対
小
・
中
学
生
40
人　

■申
11
月
11
日
○日
ま
で

鶴
岡
山
岳
会

　
　
　
　
　
　

「
た
に
ぞ
う
お
兄
さ
ん
と
歌
っ
て
踊
っ
て
遊
ぼ
う
！
」

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
・
た
に
ぞ
う
コ
ン
サ
ー
ト

■日
11
月
21
日
○水
午
前
10
時　

■場
中
央
公
民
館　
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■申
常
念
寺
保
育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
る
ん
び
に
ー
園
」
☎
24
‐
９
０
５
５

施
設
の
催
し
等

創
造
の
森
交
流
館

▼
数
独
笑
楽
交　

■日
11
月
７
日
○水
・
14
日
○水

・
21
日
○水
・
28
日
○水
午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

■費
１
０
０
円

▼
麻
雀
笑
楽
交　

■日
11
月
９
日
○金
・
27
日
○火

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分　

■費
１
０

０
円

▼
劇
団
が
演
じ
る
「
森
の
民
話
劇
場
」　

■日

11
月
18
日
○日　

■時
・
■内
午
前
10
時
30
分
…
公

演　

正
午
…
交
流
昼
食
会　

■定
先
着
60
人

■費
１
、
０
０
０
円
（
昼
食
代
等
）

▼
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会「
紅
葉
を
さ
が
し
て
」

（
５
㎞
）　

■日
11
月
24
日
○土
午
前
10
時
（
い
で

は
文
化
記
念
館
集
合
）　

■費
１
０
０
円　
　

▼
共
通　

■場
・
■申
創
造
の
森
交
流
館
☎
62
‐

２
６
５
５

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
健
康
相
談　

■日
11
月
８
日
○木
・
15
日
○木
・

22
日
○木
・
29
日
○木
午
後
１
時
30
分　

▼
将
棋
大
会　

■日
12
月
５
日
○水
午
前
９
時

■費
５
０
０
円　

■申
11
月
29
日
○木
ま
で　

▼
囲
碁
大
会　

■日
12
月
12
日
○水
午
前
９
時

■費
７
０
０
円　

■申
12
月
６
日
○木
ま
で　

▼
共
通　

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６

致
道
博
物
館

▼「
現
代
刀
職
展
‐
今
に
伝
わ
る
い
に
し
え

の
技
‐
」　

■日
11
月
15
日
○木
ま
で　

▽
酒
井

忠
久
館
長
の
刀
剣
鑑
賞
講
座　

■日
11
月
11
日

○日
午
後
２
時　

■内
刀
剣
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
解

説　

▽
特
別
企
画
「
復
元 

三
日
月
宗
近
」

展
示　

■日
11
月
15
日
○木
ま
で　

■内「
真
」「
影
」

「
影
改
」
の
3
振
を
特
別
展
示　

▼「
砂
の
会
」
作
品
展　

■日
11
月
１
日
○木
〜

５
日
○月

▼「
新
収
蔵
品
展
〜
三
矢
宮
松
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
中
心
に
〜
」　

■日
11
月
17
日
○土
〜
12
月

25
日
○火　

■内
近
年
寄
贈
さ
れ
た
美
術
品
を
中

心
に
紹
介

▼
寒
蘭
展　

■日
11
月
19
日
○月
〜
25
日
○日

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

■費
大

人
…
７
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
３
８

０
円　

小
・
中
学
生
…
２
８
０
円　

■場
・
■問

同
館
☎
22
‐
１
１
９
９　

■他
東
北
文
化
の
日

推
進
事
業
で
11
月
25
日
○日
ま
で
の
土
曜
・
日

曜
日
、
祝
日
は
小
・
中
学
生
の
入
館
料
が
無

料
自
然
学
習
交
流
館「
ほ
と
り
あ
」

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

と
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
づ
く
り
」　

■日
11
月
17

日
○土
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
フ
ト

づ
く
り
」　

■日
11
月
23
日
○金
午
前
10
時　

■費

１
０
０
円

▼
共
通　

■問
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３
へ

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
野
草
紙
を
作
っ
て
み
よ
う　

■日
11
月
18
日

○日
午
前
10
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10

人　

■内
野
草
か
ら
取
っ
た
繊
維
で
野
草
紙
を

作
る　

■費
大
人
…
５
０
０
円　

中
学
生
以
下

…
２
０
０
円　

■申
11
月
15
日
○木
ま
で

▼「
ぶ
ら
っ
と
」観
察
会　

■日
11
月
24
日
○土
午

前
９
時
（
大
山
公
園
駐
車
場
集
合
）　

■定
先

着
20
人　

■内
冬
の
到
来
を
告
げ
る
鳥
の
観
察　

■費
大
人
…
２
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■持
携
帯
食
、
双
眼
鏡（
貸
出
し
あ
り
）　

■申
11

月
20
日
○火
ま
で

▼
新
そ
ば
を
楽
し
も
う　

■日
12
月
１
日
○土
午

前
11
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
15
人

■内
そ
ば
打
ち
（
天
ぷ
ら
付
き
）　

■費
大
人
…

１
、
０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■申
11
月
27
日
○火
ま
で

▼
自
然
素
材
で
遊
ぼ
う　

■日
12
月
９
日
○日
午

前
９
時　

■場
同
セ
ン
タ
ー　

■定
先
着
10
人

■内
ア
ケ
ビ
・
山
ブ
ド
ウ
の
つ
る
を
使
っ
た
ネ

イ
チ
ャ
ー
イ
ン
テ
リ
ア
作
り　

■費
大
人
…
８

０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■申
12
月
４

日
○火
ま
で

▼
共
通　

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

講
座
・
講
習
会

山
大
農
学
部 

農
学
紹
介
講
座         

農
学
の
夕
べ

▼
市
民
協
働
に
よ
る
森
づ
く
り
・
環
境
保
全

の
現
状
と
課
題　

■日
11
月
８
日
○木　

■師
菊
池

俊
一
氏
（
同
学
部
准
教
授
）　

▼「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
ご
存
じ
で

す
か
？　

■日
11
月
15
日
○木　

■師
堀
口
健
一
氏

（
同
学
部
教
授
）

▼
ブ
ロ
ッ
ケ
ン
現
象
に
つ
い
て　

■日
11
月
22

日
○木　

■師
前
田
直
己
氏
（
同
学
部
客
員
教

授
）

▼
生
物
の
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
が
私
た
ち
に
も

た
ら
す
も
の　

■日
11
月
29
日
○木　

■師
木
村
直

子
氏
（
同
学
部
教
授
）

▼
農
学
部
が
向
か
う
地
域
貢
献　

■日
12
月
６

日
○木　

■師
林
田
光
祐
氏
（
同
学
部
長
）　
　

▼
共
通　

■時
午
後
６
時　

■場
・
■問
同
学
部
☎

28
‐
２
９
１
１

国
際
理
解
講
座
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
サ
ロ
ン

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
よ
う
こ
そ
〜
ハ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ア
ジ
ア
〜

■日
11
月
10
日
○土
午
後
７
時　

■師
ミ
ル
ワ
イ

ス
・
カ
ン
バ
リ
氏（
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
出
身
）　

■費
飲
み
物
代　

■場
・
■申
出
羽
庄
内
国
際
村
☎

25
‐
３
６
０
０

竹
林
整
備
・
タ
ケ
ノ
コ
生
産

研
修
会

■日
11
月
20
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■場
三
瀬
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
竹
林
所
有
者
・

タ
ケ
ノ
コ
生
産
者
20
人　

■内
竹
林
管
理
方
法

の
講
話
・
実
習　

■申
11
月
16
日
○金
ま
で
庄
内

総
合
支
庁
森
林
整
備
課
☎
66
‐
５
５
３
７
へ

つ
る
お
か
食
文
化
講
座

〜
秋
編
〜

■日
11
月
10
日
○土
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時　

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ
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Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）、
ほ
場
等　

■定
20

人　

■内
在
来
作
物
の
収
穫
体
験
、
市
内
料
理

人
に
よ
る
料
理
教
室　

■費
５
０
０
円　

■申
11

月
７
日
○水
ま
で
鶴
岡
食
文
化
創
造
都
市
推
進

協
議
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線
５
２
９
へ

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

経
営
に
活
か
す
会
計
講
座

■日
11
月
21
日
○水
・
28
日
○水
午
後
６
時
15
分

■対
起
業
家
、
起
業
予
定
者
、
第
二
創
業
者
、

若
手
経
営
者
等
各
日
20
人　

■場
・
■申
同
セ
ン

タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
５
Ｓ
推
進
研
修　

■日
11
月
27
日
○火

▼
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
対
策
セ
ミ
ナ
ー　

■日

11
月
28
日
○水

▼
よ
く
分
か
る
Ｖ
Ａ
／
Ｖ
Ｅ
の
改
善
の
進
め

方　

■日
12
月
４
日
○火　

▼
共
通　

■時
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円　

■場
・
■申

同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０　

■他
HP

中
央
公
民
館 

後
期
市
民
講
座

▼
手
作
り
木
版
画
で
年
賀
状
を
作
ろ
う
よ
！　

■日
11
月
24
日
○土
・
26
日
○月
〜
28
日
○水
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
30
分　

■定
10
人　

■師
庄
内
木

版
画
会　

■費
６
５
０
円　

▼
超
初
心
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
（
全
２

回
）　

■日
12
月
７
日
○金
・
14
日
○金
午
前
10
時　

■定
10
人　

■師
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
鶴
岡
新
斎
店

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー　

■費
１
、
０
０
０
円

▼
筆
ペ
ン
楽
書　

■日
12
月
20
日
○木
午
前
10
時　

■定
15
人　

■師
岡
部
陽
子
氏
（
楽
書
主
宰
）

■費
５
０
０
円
（
別
途
教
材
費
）

▼
共
通　

■場
・
■申
11
月
６
日
○火
〜
20
日
○火
に

同
館
☎
25
‐
１
０
５
０
へ

松
岡
窯
陶
芸
教
室

陶
芸
ミ
ニ
門
松
作
り

■日
11
月
25
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■定
20
人

■費
２
、
０
０
０
円　

■場
・
■申
同
教
室
☎
62
‐

４
８
２
４

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

美
術
講
座　

▼
盆
栽
と
鉢
植
え
の
育
て
方
講
座
（
講
義
）　

■日
12
月
２
日
○日
午
前
10
時　

■師
林
民
男
氏

（
樹
木
医
）　

■費
５
０
０
円　

■申
11
月
４
日
○日

〜
25
日
○日

▼
陶
器
で
干
支
の
置
き
物
を
つ
く
ろ
う
〜
い

の
し
し
と
う
り
坊
（
全
３
回
）　

■日
12
月
５

日
○水
・
19
日
○水
・
26
日
○水
午
後
７
時　

■師
太

田
金
子
氏
（
月
山
焼
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■申
11
月
４
日
○日
〜
28
日
○水

▼
共
通　

■対
高
校
生
以
上
先
着
16
人　

■場
・

■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

中
央
公
民
館

女
性
セ
ン
タ
ー
講
座

▼
男
性
料
理
教
室　

う
ま
さ
満
腹
！
和
風
丼

物　

■日
12
月
６
日
○木
午
前
10
時
〜
午
後
１
時　

■対
男
性
先
着
16
人　

■師
阿
部
幸
雄
氏
（
庄
内

浜
文
化
伝
道
師
）　

■費
１
、
５
０
０
円

▼
手
作
り
の
正
月
飾
り
で
迎
春
を　

■日
12
月

13
日
○木
午
前
10
時　

■定
先
着
15
人　

■師
渡

部
小
枝
氏
（
ア
ト
リ
エ
虹
の
香
房
）　

■費
２
、

５
０
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
11
月
９
日
○金

〜
27
日
○火
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
文
化
庁
文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金（
伝
統
文
化
親
子
教
室
事
業
）

日
本
の
楽
器
体
験
教
室〈
篠
笛
特
別
講
座
〉

■日
12
月
９
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
響
ホ
ー

ル
（
庄
内
町
）　

■対
小
学
４
年
生
以
上
先
着

15
人
（
親
子
の
参
加
可
）　

■師
狩
野
泰
一
氏

（
篠
笛
奏
者
）　

■申
山
形
箏
曲
「
彩
音
会
」

　
　
　甲

種
・
乙
種 

消
防
設
備
士
試
験

■日
来
年
１
月
12
日
○土　

■場
酒
田
産
業
会
館

■申
電
子
申
請
…
11
月
23
日
○金
午
前
９
時
〜
12

月
３
日
○月
午
後
５
時　

書
面
申
請
…
11
月
26

日
○月
〜
12
月
６
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐

０
７
６
１　

■他
HP
。
願
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置

婚
活

婚
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
親
身
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

結
婚
相
談
会

　

市
が
認
定
し
た
仲
人
「
つ
る
お
か
婚
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
が
結
婚
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
11
月
24
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の
男
性
・

女
性
先
着
20
人
（
本
人
申
込
み

優
先
、
親
子
や
友
達
同
士
の
参

加
も
可
）　

■申
11
月
19
日
○月
ま

で
本
所
地
域
振
興
課
内
「
つ
る

お
か
世
話
焼
き
委
員
会
」
事
務

局
☎
内
線
５
８
７
へ

募
集
・
相
談

課
題
を
ク
リ
ア
し
た
方
を
認
定
し
ま
す

鶴
岡
ふ
う
ど
ガ
イ
ド
３
期
生
募
集

■対
自
ら
鶴
岡
の
「
食
文
化
」
を
題
材
と
し
た

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
企
画
と
実
践
を
し
た
い
方

で
、
ガ
イ
ド
講
座
を
受
講
で
き
る
方
20
人

■費
２
、
０
０
０
円
（
別
途
実
費
）　

■申
鶴
岡

食
文
化
創
造
都
市
推
進
協
議
会
☎
25
‐
２
１

１
１
内
線
５
２
９　

■他
HP

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
講
座（
コ
ー
ス
共
通
初
回
）　

■日
11
月
11
日
○日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

▽

日
曜
日
コ
ー
ス　

■日
12
月
16
日
○日
、
来
年
１

月
27
日
○日
午
前
９
時　

▽
水
曜
日
コ
ー
ス

■日
12
月
19
日
○水
、
来
年
１
月
30
日
○水
午
後
６

時　

■内
企
画
力
・
ガ
イ
ド
実
践
研
修
等

鶴
岡
市
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
・
ア
イ
デ
ア
募
集

■対
市
内
で
創
業
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ま
た
は
ア
イ
デ
ア
を
有
す
る

高
校
生
以
上
の
方　

■
賞　

最
優
秀
賞
30
万

円
１
件
、
優
秀
賞
10
万
円
２
件　

■申
12
月
21

日
○金
ま
で
本
所
商
工
課
内
「
同
コ
ン
テ
ス
ト

協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
５
９
３
へ　

■他
市

HP　
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市
内
の
空
き
家
の
所
有
・
管
理
で
お
困
り
の
方
に

空
き
家
の
無
料
相
談
会

■日
11
月
10
日
○土
午
前
10
時
〜
正
午　

■場
勤
労

者
会
館　

■問
本
所
都
市
計
画
課
☎
内
線
４
６

４
ま
た
は
つ
る
お
か
ラ
ン
ド
・
バ
ン
ク
☎
64

‐
１
５
６
７
へ　

■他
予
約
可

女
性
の
な
ん
で
も
相
談
所

　

家
族
、
職
場
、
相
続
問
題
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
侵
害
等
、
そ
の
他
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
17
日
○土
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

■場

・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡
支
局
☎
22
‐
１

０
０
３医

療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と
乳
房
手
術

後
補
整
下
着
の
合
同
相
談
会

■日
11
月
22
日
○木
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
日
本

海
総
合
病
院　

■対
病
気
治
療
中
で
脱
毛
が
心

配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方　

■内
メ
ー
カ
ー

５
社
の
相
談　

■問
同
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
３
４
‐
26
‐
５
２
８
２

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

多
重
債
務
無
料
法
律
相
談
会

■日
11
月
29
日
○木
午
後
１
時
〜
３
時　

■場
市
役

所
本
所　

■定
先
着
３
人　

■申
鶴
岡
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
☎
25
‐
２
９
８
２

司
法
書
士
会
無
料
法
律
相
談
会

　

遺
産
相
続
、
成
年
後
見
、
多
重
債
務
等
に

つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■日
11
月
22
日
○木
午
後
６
時
〜
８
時　

■場
に
こ

♥

ふ
る　

■問
同
会
加
藤
吉
晴
事
務
所
☎
23
‐

２
６
７
４　

ス
ピ
ー
ド
解
決
に
向
け
て
専
門
家
が
対
応
し
ま
す

住
宅
相
談
会

■日
11
月
28
日
○水
午
前
10
時
〜

11
時　

■場
市
役
所
本
所
４
階

４
０
３
会
議
室　

■内
住
宅
新

築
・
増
改
築
、
耐
震
診
断
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、
高

齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス　

■問
本
所
建
築
課
☎

内
線
４
８
４

弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

勤
労
者
無
料
法
律
相
談
会

■日
11
月
30
日
○金
午
後
３
時
〜
７
時　

■対
市
内
、

三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
の
方

先
着
８
人　

■場
・
■申
11
月
29
日
○木
ま
で
東
北

労
働
金
庫
鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

複
数
の
専
門
家
が
連
携
し
て
相
談
に
応
じ
ま
す

く
ら
し
と
仕
事
の
な
ん
で
も
相
談
会

■日
12
月
２
日
○日
午
前
11
時
〜
午
後
４
時　

■場

マ
リ
カ　

■問
山
形
県
弁
護
士
会
☎
０
２
３
‐

６
２
２
‐
２
２
３
４

12
月
４
日
〜
10
日
は
人
権
週
間
で
す

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

　

夫
婦
・
家
族
間
の
い
ざ
こ
ざ
、
老
人
・
子

供
の
虐
待
、
相
続
、
い
じ
め
、
体
罰
、
近
所

ト
ラ
ブ
ル
、
騒
音
・
悪
臭
等
の
公
害
、
土
地

の
境
界
問
題
等
に
つ
い
て
、
人
権
擁
護
委
員

ま
た
は
法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
羽
黒
地
域　

■日
12
月
３
日
○月
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
羽
黒
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

■問
羽

黒
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
１
６

▼
櫛
引
地
域　

■日
12
月
３
日
○月
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
櫛
引
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

■問
櫛

引
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
２
３
８

▼
温
海
地
域　

■日
12
月
３
日
○月
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

■問
温

海
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
２
２
２

▼
藤
島
地
域　

■日
12
月
５
日
○水
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
藤
島
地
区
地
域
活
動
セ
ン
タ
ー

■問
藤
島
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
１
３
２

▼
朝
日
地
域　

■日
12
月
６
日
○木
午
後
１
時
〜

４
時　

■場
朝
日
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー　

■問
朝
日
庁
舎
市
民
福
祉
課
☎
内
線
３
２

０▼
鶴
岡
地
域　

■日
12
月
７
日
○金
午
前
10
時
〜

午
後
３
時　

■場
・
■問
山
形
地
方
法
務
局
鶴
岡

支
局
☎
22
‐
１
０
０
３

そ
の
他

鶴
岡
税
務
署
の
お
知
ら
せ

▼
平
成
30
年
分
年
末
調
整
等
説
明
会
を
開
催

し
ま
す　

■日
11
月
14
日
○水
・
15
日
○木
午
前
10

時
、
午
後
２
時　

■場
出
羽
庄
内
国
際
村　

■対

給
与
事
務
担
当
者　

■内
年
末
調
整
の
留
意
事

項
、
給
与
支
払
報
告
書
の
記
載
方
法

▼
お
忘
れ
な
く
！
所
得
税
予
定
納
税
（
第
２

期
分
）
の
納
期
限
は
11
月
30
日
○金
で
す　

税

務
署
か
ら
予
定
納
税
額
の
通
知
書
が
送
ら
れ

て
い
る
方
は
、
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま

で
に
口
座
残
高
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会
を
開
催
し

ま
す　

■日
12
月
７
日
○金
午
後
２
時　

■場
出
羽

庄
内
国
際
村　

■対
事
業
者　

■他
そ
の
他
の
日

程
の
詳
細
は
国
税
庁
HP
へ　

▼
税
務
署
で
の
面
接
に
よ
る
相
談
は
「
予
約

制
」
で
す　

相
談
を
希
望
の
方
は
電
話
等
で

予
約
の
上
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
共
通　

■問
同
署
☎
22
‐
１
４
０
１

山
形
県
の
最
低
賃
金
が
改
正

さ
れ
ま
し
た

■
最
低
賃
金　

７
６
３
円　

■
効
力
発
生
日　

平
成
30
年
10
月
１
日　

■問
山
形
労
働
局
賃
金

室
☎
０
２
３
‐
６
２
４
‐
８
２
２
４　

■他
HP

自
衛
官
等
採
用
試
験

▼
自
衛
官
候
補
生　

■日
12
月
16
日
○日　

■場
神

町
駐
屯
地
（
東
根
市
）　

■申
11
月
10
日
○土
〜

12
月
７
日
○金

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）　

■日
１
次
…
来
年
１
月
19
日
○土　

２
次
…
２
月

１
日
○金
〜
４
日
○月
の
う
ち
指
定
日　

■場
１
次

…
勤
労
者
会
館　

２
次
…
神
町
駐
屯
地　

■対

17
歳
未
満
の
男
子
（
中
学
校
卒
業
者
〈
見
込

み
を
含
む
〉）　

■申
11
月
１
日
○木
〜
１
月
７
日

○月▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

■日
１
月
５
日
○土
〜
７
日
○月
の
う
ち
指
定
日

■場
同
校
（
神
奈
川
県
）　

■対
17
歳
未
満
の
男

子
（
中
学
校
卒
業
者
〈
見
込
み
を
含
む
〉）
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大
宝
館
整
備
工
事
に
伴
う

休
館
の
お
知
ら
せ

■
期
間　

１
階
の
み
公
開
…
来
年
１
月
10
日

頃
ま
で　

全
館
休
館
…
３
月
末
頃
ま
で　

■問

社
会
教
育
課
（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６

８　

■他
市
HP

松
ヶ
岡
開
墾
記
念
館

冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ

■
期
間　

11
月
12
日
○月
〜
来
年
３
月
31
日
○日　

■問
致
道
博
物
館
☎
22
‐
１
１
９
９

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

館
内
設
備
点
検
の
た
め
、
11
月
13
日
○火
・

20
日
○火
は
休
館
し
ま
す
。

■問
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

ス
ス
ト
ア
、
書
店
等　

■問
山
形
県
統
計
協
会

☎
０
２
３
‐
６
２
３
‐
３
１
３
１　

鶴
岡
市
あ
さ
ひ
エ
リ
ア
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ

レ
ン
ダ
ー
２
０
１
９
年
版  

予
約
受
付
中

■内「
鶴
岡
市
あ
さ
ひ
地
域
の
四
季
折
々
の
く

ら
し
と
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
あ
さ
ひ
地
域
ら

し
い
姿
を
切
り
取
っ
た
写
真
を
使
用
し
た
カ

レ
ン
ダ
ー
（
８
ペ
ー
ジ
構
成
。
数
量
限
定
）　

■費
８
２
０
円
（
別
途
送
料
）　

■申
あ
さ
ひ
む

ら
観
光
協
会
☎
53
‐
３
４
１
１

調
査
員
が
お
宅
を
訪
問

家
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

■
実
施
地
区　

大
字
布
目
（
一
部
）　

■
調

査
期
間　

準
備
調
査
…
11
月　

本
調
査
…
来

年
１
月
か
ら
１
年
間　

■問
山
形
県
統
計
企
画

課
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１
７
８　

動
車
に
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
で
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共

済
に
未
加
入
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
。　

　

四
輪
車
の
ほ
か
、
特
に
車
検
制
度
の
な
い

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転

車
・
軽
二
輪
自
動
車
）
も
、
有
効
期
限
切
れ
、

掛
け
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
東
北
運
輸
局
山
形
運
輸
支
局
☎
０
２
３
‐

６
８
６
‐
４
７
１
２

２
０
１
９
年
版
や
ま
が
た
県

民
手
帳
を
販
売
し
て
い
ま
す

■内
山
形
県
の
概
要
や
統
計
資
料
、
生
活
資
料

や
レ
ジ
ャ
ー
に
役
立
つ
便
利
な
情
報
が
掲
載

さ
れ
た
手
帳
（
色
は
グ
レ
ー
と
パ
ー
ル
ホ
ワ

イ
ト
〈
数
量
限
定
〉
の
２
種
類
）　

■費
６
０

０
円　

■
取
扱
い　

市
役
所
本
所
地
下
売
店
、

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

■申
11
月
１
日
○木
〜
30
日
○金　

▼
共
通　

■問
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力
本
部
鶴

岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６

農
業
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

収
入
保
険
の
加
入
申
請
が
締
め
切
ら
れ
ま
す

　

農
業
経
営
者
の
販
売
収
入
を
補
償
す
る
保

険
が
あ
り
ま
す
。
加
入
す
る
た
め
に
は
青
色

申
告
が
必
要
で
す
。
平
成
31
年
分
の
加
入
申

請
は
11
月
30
日
○金
ま
で
山
形
県
農
業
共
済
組

合
庄
内
支
所
☎
０
２
３
４
‐
91
‐
１
５
５
3

へ
。自

賠
責
保
険
・
共
済
の
有
効
期

限
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自

　

スワンスケートリンクが　
オープンします

■日11月３日○土～来年３月31日○日（１月１日○火は
休館）　
■時月曜・水曜・金曜日…正午～午後９時　火曜・
木曜日…正午～午後７時　土曜・日曜日、祝日、
年末年始…午前10時～午後６時　
■費大人520円、高校生320円、小・中学生210円
（土曜・日曜日は無料）、貸ソリ20分200円、貸
ヘルメット無料　
■持スケート靴（貸靴〈320円〉あり）、手袋　
■問酒田市体育協会☎0234‐31‐5539またはス
ワンスケートリンク☎0234‐23‐3437へ
■他11月３日○土・４日○日、来年３月30日○土・31日
○日は無料開放（貸靴は有料）

みんなで秋の感謝祭
庄内カレー食べくらべ 雪若丸いざ出陣！

■日11月18日○日午前10時～午後３時
■場いろり火の里なの花ホール
■内雪若丸と10店舗によるカレー販売、「荘内藩甲
冑研究会」パフォーマンス、雪若丸のバームクー
ヘン振る舞い（数量限定）、スイーツ＆クラフト、
ファーマーズマーケット
■問三川町観光協会☎66‐4656

あなたが選ぶ日本一おいしい
米コンテスト in庄内町

■日12月１日○土午前10時
■場ＪＡ庄内たがわ新余目支所
■内決勝審査、試食コーナー（亀ノ尾、森多早生、
出品米おにぎり）、特産品販売、プレＤＣ「日本一
のお米をあてよう！大抽選会」等
■問庄内町農林課内「同コンテスト実行委員会」事
務局☎0234‐42‐0169

遊佐町フードフェスタ2018

■日12月２日○日午前11時～午後２時
■場パレス舞鶴
■内特産品の試食・販売、メジカの鮨

すし

・アワビ振る
舞い、サクラマス試食・販売・養殖事業の紹介、
マンガリッツァ豚の取り組み紹介
■問遊佐ブランド推進協議会☎0234‐72‐3966

●三川町

●遊佐町

●酒田市

●庄内町
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仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

声を文字で伝える
パソコン要約筆記「はなまる」（鶴岡）

 「要約筆記」とは聴覚障害がある方などに、話され
ている内容をその場で要約して文字で伝える通訳で
す。聴覚障害者はみんな手話で会話していると思わ
れがちですが、病気や事故などで聴力を失った方が
新たに学ぶのはとても大変で、使えない方が多くい
ます。ですから、文字で伝えることはとても重要な
コミュニケーション支援の一つなんです。
　手書きとパソコンを使う２つの方法がありますが、
パソコンだと単語登録などの機能を駆使して、短時
間で多くの情報を文字にすることができるので講演
会等に向いています。2人１組で交互に入力して１
つの文章を作っていきますが、入力中も話は進んで

いくので、内容を記憶しつつ、もう１人の入力状況
も見ながら、並行して打ち込んでいくのが難しいと
ころですね。「速く・正しく・読みやすく」が要約
筆記の三原則。聴覚障害者が周りの人と同じように
参加できるようにすることが私たちの役割です。
　先日、初めて要約筆記を見た高齢の方から、内容
がよく分かったと感謝の言葉を掛けていただきまし
た。要約筆記は、加齢等で聞こえにくくなり、実は
困っているという方の助けにもなるんです。しかし、
まだまだ多くの皆さんにはなじみのないものだと思
います。催しなどに要約筆記者がいるのが当たり前
になるように、もっと仲間を増やしていきたいです。

　平成28年に市内で開催されたパソコン要約筆記
の講座を受講したメンバーが自主的に集まって練習
を継続したのが活動のスタート。月２回練習会をし
ながら、イベントに参加したり、普及のための講座
を開催したりしています。代表の斎藤佳菜子さん（後
列左）と事務局の大作あゆみさん（後列中央）にお
話を伺いました。

市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　 本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

市
民
歌
の
普
及
に
つ
い
て

　

新
し
い
鶴
岡
市
民
歌
が
発
表
さ
れ
て

か
ら
１
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、
ま
だ
、

聴
い
た
こ
と
や
歌
っ
た
こ
と
が
な
い
方

も
多
い
よ
う
で
す
。
市
民
歌
を
も
っ
と

広
め
る
た
め
に
、
市
で
は
ど
ん
な
こ
と

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
楽
譜

や
音
源
を
公
開
し
て
い
ま
す

　

昨
年
10
月
に
新
し
い
市
民
歌
を
制
定

し
て
以
来
、
市
で
は
、
市
制
施
行
記
念

式
典
や
成
人
式
な
ど
様
々
な
行
事
で
、

歌
う
機
会
や
聴
く
機
会
を
設
け
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
の
小
・
中
学
校
、

高
校
に
も
合
唱
や
演
奏
を
勧
め
な
が
ら
、

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
ら
に
、
図
書
館
で
Ｃ
Ｄ
を
貸
し
出

し
た
り
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
歌
詞
・

楽
譜
・
音
源
を
公
開
し
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
り
し
て
、
幅
広

い
世
代
の
方
が
市
民
歌
に
触
れ
ら
れ
る

QＡ
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各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（学校教育・就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00

〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

休 日 診 療　　■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

献血　11/4 ～ 12/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
11．10○土 10：00 ～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ

〃 13：30 ～ 16：00 　　　　〃
21○水  ９：00 ～ 11：00 ㈱高砂製作所
〃 13：00 ～ 15：30 鶴岡警察署
22○木  ９：00 ～ 11：30 消防本部
29○木  ９：30 ～ 11：30 市役所藤島庁舎
　〃 13：30 ～ 15：30 ＪＡ庄内たがわ本所
30○金  ９：30 ～ 11：30 にこ♥ふる
〃 13：00 ～ 15：30 　   〃

今月の各種相談窓口開設日　11/4 ～ 12/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線213 22日○木13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線218 20日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎

櫛引庁舎総務企画課☎内線214 ７日○水10:00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線411 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 22日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所
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市ホームページ
「鶴岡市民歌」の
ページはこちら。
歌詞・楽譜・音源を
公開しています。
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX 0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始を除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111

《人口と世帯》（平成30年９月30日現在）
　住民基本台帳人口合計：127,390人
　　 （男：60,922人、女：66,468人）
　世帯数：48,916世帯
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チケット料金（全席指定・税込）
≪一般≫Ｓ席8,000円・Ａ席7,000円　　　　　　　　
≪学生≫Ａ席3,500円（要学生証／25歳以下）
※ 未就学児は入場不可。託児サービスあり（有料。先着
順。チケット購入確定後に申込み）。

※ 車椅子席・学生券をご希望の方は申込みの際にその旨
をお伝えください。

チケット販売
≪市民先行エントリー≫　
●受付期間　11月10日（土）午前10時～23日（金）
●受付方法　荘銀タクト鶴岡公式ホームページでのみ
　https://tact-tsuruoka.jp/　※座席の指定不可。
●購入可能枚数　１人４枚まで
● チケット引換え　12月７日（金）～16日（日）に荘
銀タクト鶴岡へ（クレジット不可）

　※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメールでお
知らせします。

　※チケット購入後のキャンセル・変更はできません。

≪一般販売≫
●販売開始日時　12月22日（土）午前10時
●販売方法　
　①インターネット予約　※座席の指定不可。
　　荘銀タクト鶴岡公式ホームページでのみ　
　　☆チケット引換え
　　 ・予約日から２週間以内に荘銀タクト鶴岡へ（クレ
　　　ジット不可）
　　・代金引換で郵送（手数料600円はお客様負担）

　②プレイガイド　※座席の指定可。
　　鶴岡市：荘銀タクト鶴岡☎24‐5188
　　　　　（午前９時～午後７時。初日は午前10時から）
　　酒田市：みずほ八文字屋☎0234‐22‐3144
　　　　　（午前10時～午後10時）
　　庄内町：BookCityとみや☎0234‐42‐1038
　　　　　（午前10時～午後10時）

問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

来年3月5日（火）

開館記念事業！
大地真央ほか豪華俳優陣による笑いあり、涙ありの喜劇大地真央ほか豪華俳優陣による笑いあり、涙ありの喜劇
です。県内初公演ですので、この機会にぜひご覧ください。です。県内初公演ですので、この機会にぜひご覧ください。

　開演：午後２時　会場：荘銀タクト鶴岡 大ホール

製作：東宝　制作協力：博多座
協力：さくらんぼテレビ

原作：豊川悦司
演出：ラサール石井　脚本：池田テツヒロ
出演：大地真央　中村梅雀 ほか
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［宣伝写真］田内峻平（TOHOマーケティング）


